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公
益
社
団
法
人　

大
月
法
人
会

　
　
　
　
　

会　

長　

細
田
　
幸
次

　

新
年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
令
和

五
年
の
年
頭
に
あ
た
り
、
謹
ん
で
新
年
の

お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

旧
年
中
は
、
法
人
会
事
業
運
営
及
び
事

業
活
動
に
対
し
、
深
い
ご
理
解
と
多
大
な

ご
協
力
を
賜
り
ま
し
て
、
誠
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
は
昨
年

十
二
月
か
ら
は
第
八
波
の
流
行
が
本
格
化

し
、
コ
ロ
ナ
禍
丸
三
年
を
迎
え
ま
し
た
。

政
府
の
方
針
は
基
本
的
な
感
染
対
策
を
徹

底
す
る
こ
と
で
社
会
経
済
活
動
を
止
め
ず

に
進
め
る
と
し
て
お
り
、
ま
だ
ま
だ
コ
ロ

ナ
と
闘
い
な
が
ら
も
共
に
走
り
続
け
る

ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
が
続
く
と
覚
悟
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
よ
う
で
す
。
ま
た
昨
年
の
漢

字
「
戦
」
を
象
徴
す
る
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ

イ
ナ
侵
攻
が
長
期
化
し
、
コ
ロ
ナ
同
様
に

収
束
の
兆
し
が
見
え
な
い
状
況
が
続
い
て

お
り
ま
す
が
、
双
方
と
も
に
一
日
も
早
い

終
息
を
願
う
と
こ
ろ
で
す
。

　

さ
て
、
コ
ロ
ナ
禍
三
年
目
の
法
人
会
事

業
活
動
で
す
が
、
役
員
皆
様
方
の
ご
尽
力

を
賜
り
な
が
ら
、
計
画
さ
れ
た
事
業
を
概

　
　

大
月
税
務
署

　
　
　
　
　

署　

長　

佐
藤
　
　
清

　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
令
和
五
年
の
年
頭
に
あ
た
り
、
謹

ん
で
新
年
の
お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

旧
年
中
は
、
細
田
会
長
を
は
じ
め
、
公

益
社
団
法
人
大
月
法
人
会
の
会
員
の
皆
様

方
に
は
、
税
務
行
政
の
円
滑
な
運
営
に
対

し
ま
し
て
、
多
大
な
る
ご
支
援
と
ご
協
力

を
賜
り
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
ま

た
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
ご
自
身
の
ご
事
業

に
も
大
き
な
影
響
を
受
け
る
中
、
高
い
意

識
を
持
っ
て
税
知
識
の
普
及
、
納
税
意
識

の
高
揚
等
の
活
動
に
携
わ
れ
ま
し
た
こ

と
、
改
め
て
深
く
敬
意
と
感
謝
の
意
を
表

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

さ
て
、
皆
様
も
ご
承
知
の
と
お
り
、
今

年
の
十
月
一
日
よ
り
イ
ン
ボ
ス
制
度
が
導

入
さ
れ
ま
す
。
会
員
の
皆
様
方
に
よ
る
積

極
的
な
周
知
・
広
報
に
よ
り
、
大
月
税
務

署
管
内
に
お
け
る
法
人
の
課
税
事
業
者
の

登
録
割
合
は
、
東
京
局
管
内
で
上
位
に
推

移
し
て
お
り
ま
す
。
皆
様
方
に
お
か
れ
ま

し
て
は
、
制
度
に
つ
い
て
ご
理
解
を
頂
き
、

円
滑
な
運
営
に
向
け
て
準
備
を
進
め
て
い

た
だ
き
た
く
存
じ
ま
す
。

ね
遂
行
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
と
り

わ
け
、
主
要
公
益
事
業
と
な
る
税
の
啓
発

活
動
で
は
、
青
年
部
会
主
催
の
「
高
校
生

の
税
に
関
す
る
標
語
募
集
」、
女
性
部
会
主

催
の
「
小
学
生
租
税
教
室
及
び
税
金
絵
画
・

絵
は
が
き
コ
ン
ク
ー
ル
」
は
、
伝
統
事
業

を
絶
や
す
こ
と
な
く
、
対
象
校
の
学
校
長
、

生
徒
や
児
童
は
も
ち
ろ
ん
、
ご
後
援
を
賜

り
ま
し
た
大
月
税
務
署
を
始
め
関
係
市
町

や
税
理
士
会
大
月
支
部
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
賜
り
、
コ
ロ
ナ
禍
以
前
と
同
様
に
実

施
す
る
こ
と
が
で
き
、
次
代
を
担
う
生
徒
・

児
童
の
皆
さ
ん
に
税
の
意
義
や
役
割
を
正

し
く
理
解
し
て
頂
け
た
も
の
と
思
い
ま
す
。

両
部
会
長
を
始
め
担
当
支
部
役
員
の
皆
様

に
は
大
変
ご
苦
労
様
で
し
た
。

　

年
が
明
け
、
事
業
者
側
の
制
度
へ
の
理

解
と
対
応
が
進
ま
ず
、
登
録
率
が
低
調
と

言
わ
れ
て
き
た
「
消
費
税
イ
ン
ボ
イ
ス
制

度
」
が
い
よ
い
よ
本
年
十
月
に
施
行
さ
れ

ま
す
。
当
該
制
度
の
さ
ら
な
る
周
知
並
び

に
円
滑
な
制
度
導
入
に
向
け
た
取
り
組
み

は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
地
域
並
び
に
税
の

オ
ピ
ニ
オ
ン
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
、
税
務
当

局
と
の
連
携
を
よ
り
一
層
深
め
、
税
務
知

識
の
普
及
及
び
納
税
意
識
の
高
揚
を
図

り
、
公
正
な
納
税
と
円
滑
な
税
務
行
政
に

寄
与
し
て
い
く
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。
会

員
皆
様
方
を
始
め
関
係
各
位
に
は
更
な
る

ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
こ
と
を
切

に
お
願
い
申
し
上
げ
、
併
せ
て
新
年
が
明

る
く
、
輝
か
し
い
年
と
な
る
こ
と
を
切
望

す
る
と
共
に
皆
様
方
の
益
々
の
ご
健
勝
と

ご
事
業
の
ご
発
展
を
祈
念
致
し
ま
し
て
、

新
年
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

　

ま
た
、
間
も
な
く
令
和
四
年
分
の
所
得

税
等
の
確
定
申
告
期
を
迎
え
ま
す
。
税
務

署
に
お
き
ま
し
て
は
、
昨
年
に
引
き
続
き

「
入
場
整
理
券
」
の
配
付
に
よ
り
確
定
申

告
会
場
の
混
雑
緩
和
を
図
る
と
と
も
に
、

パ
ソ
コ
ン
・
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
利
用
し

て
ご
来
署
い
た
だ
く
こ
と
な
く
ご
自
宅
か

ら
申
告
が
行
え
る
「
ｅ
―
Ｔ
ａ
ⅹ
」、
自

宅
や
事
務
所
等
か
ら
納
付
手
続
き
が
可
能

な「
ダ
イ
レ
ク
ト
納
付
」や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
バ
ン
キ
ン
グ
等
を
利
用
し
た
「
キ
ャ
ッ

シ
ュ
レ
ス
納
付
」
並
び
に
納
税
証
明
書
の

「
オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
」
に
つ
い
て
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止
と
納
税
者
の

皆
様
の
利
便
性
の
向
上
実
現
の
た
め
、
よ

り
一
層
の
利
用
促
進
を
図
っ
て
い
く
所
存

で
あ
り
ま
す
。

　

特
に
「
ｅ
―
Ｔ
ａ
ｘ
」
に
お
き
ま
し
て

は
、
令
和
四
年
分
か
ら
、
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ

ル
と
の
連
携
に
よ
る
申
告
書
の
自
動
入
力

対
象
に
、
一
年
間
分
の
医
療
費
通
知
情
報
、

公
的
年
金
等
の
源
泉
徴
収
票
及
び
国
民
年

金
保
険
料
控
除
証
明
書
が
追
加
さ
れ
、
利

便
性
の
向
上
に
資
す
る
と
考
え
て
お
り
ま

す
。
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
ご
自
身

の
ご
利
用
と
と
も
に
従
業
員
の
皆
様
に

も
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
取
得
と
併

せ
て
積
極
的
な
ご
利
用
を
お
声
掛
け
い
た

だ
き
ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

　

結
び
に
当
た
り
、
公
益
社
団
法
人
大
月

法
人
会
の
益
々
の
ご
発
展
と
、
会
員
の
皆

様
方
の
ご
健
勝
並
び
に
ご
事
業
の
ご
繁
栄

を
心
か
ら
祈
念
い
た
し
ま
し
て
、
新
年
の

ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

（2）

新
年
の
ご
挨
拶

新
年
の
ご
挨
拶



　
　
　

青
年
部
会

　
　
　
　
　

部
会
長　

吉
元
　
　
潤

　

～
世
の
中
を
憂
し
と
や
さ
し
と
思
へ
ど

も
飛
び
立
ち
か
ね
つ
鳥
に
し
あ
ら
ね
ば
～

　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
謹
ん
で
新
春
の
お
慶
び
を
申
し
上

げ
ま
す
。

　

冒
頭
の
歌
は
、
万
葉
集
に
収
め
ら
れ
た

〈
山
上
憶
良
〉
の
歌
で
ご
ざ
い
ま
す
。「
こ

の
世
の
中
は
つ
ら
く
、
身
も
細
る
ほ
ど
耐

え
難
く
思
う
け
れ
ど
、
鳥
で
は
な
い
か
ら

飛
ん
で
行
っ
て
し
ま
う
こ
と
も
で
き
な

い
」
と
い
う
意
味
だ
そ
う
で
す
。

　

一
年
前
の
挨
拶
の
中
で
私
は
、『
コ
ロ

ナ
禍
で
変
わ
り
、
停
滞
し
た
法
人
会
活
動

を
見
直
し
、
改
め
て
前
進
し
て
い
け
る

き
っ
か
け
の
一
年
に
し
て
い
き
た
い
』
と

結
び
ま
し
た
。
し
か
し
そ
れ
は
、
一
向

に
収
束
の
気
配
さ
え
見
せ
な
い
、
忌
ま

わ
し
き
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症

（COVID-19

）
の
前
で
は
、
実
現
で
き
ま

せ
ん
で
し
た
。

　

一
年
間
の
活
動
を
振
り
返
る
と
、
健
康

経
営
宣
言
書
の
提
出
で
は
、
失
礼
と
迷
惑

　
　
　

女
性
部
会

　
　
　
　
　

部
会
長　

志
村
美
貴
代

　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
令
和
五
年
の
年
頭
に
あ
た
り
謹
ん

で
新
年
の
お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
も
相
変
わ
ら
ず
コ
ロ
ナ
に
翻
弄
さ

れ
、
年
末
か
ら
は
第
八
波
が
猛
威
を
奮
い
、

今
冬
は
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
の
同
時
流
行

が
懸
念
さ
れ
、
一
方
で
円
安
進
行
や
戦
争

の
影
響
か
ら
、
物
価
の
高
騰
が
続
き
家
庭

や
企
業
に
深
刻
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
お
り
、

更
な
る
国
の
効
果
的
な
対
策
を
期
待
す
る

と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
禍
三
年
目
の
女
性
部
会
の
活
動

は
、
国
や
県
に
よ
る
行
動
制
限
も
解
除
さ

れ
た
こ
と
か
ら
、
感
染
予
防
対
策
を
万
全

に
し
な
が
ら
、
概
ね
計
画
さ
れ
た
事
業
を

実
施
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

特
に
主
要
公
益
事
業
と
な
る
小
学
生
の

租
税
教
室
及
び
税
金
絵
画
コ
ン
ク
ー
ル
は
、

都
留
市
立
東
桂
小
学
校
、
西
桂
町
立
西
桂

小
学
校
の
二
校
で
実
施
。
さ
ら
に
県
内
四

法
人
会
共
催
と
な
る
税
金
絵
は
が
き
コ
ン

ク
ー
ル
は
、
絵
画
コ
ン
ク
ー
ル
実
施
の
二

校
に
加
え
都
留
市
立
禾
生
第
一
小
学
校
の

計
三
校
で
実
施
し
、
絵
画
九
十
一
作
品
、

を
承
知
で
、
全
会
員
様
に
「
１
０
０
％
提

出
」
を
お
願
い
し
ま
し
た
が
８
０
数
％
に

終
わ
り
、
目
標
は
達
成
で
き
ま
せ
ん
で
し

た
。
ま
た
、
全
国
大
会
を
始
め
、
多
く
の

事
業
、
イ
ベ
ン
ト
に
お
い
て
動
員
が
思
う

よ
う
に
出
来
ず
、
恥
ず
か
し
い
姿
を
見
せ

た
事
も
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
ん
な
中
で
も
、
三
十
八
回
を
数
え
る

「
高
校
生
に
よ
る
税
に
関
す
る
標
語
募
集
」

は
、
歴
史
を
つ
な
ぐ
事
が
出
来
、
こ
れ
が

せ
め
て
も
の
救
い
で
し
た
。

　

新
年
は
十
月
に
、
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
が

始
ま
り
、
税
・
財
政
が
大
き
く
変
わ
る
事

で
し
ょ
う
。
そ
し
て
、令
和
七
年
に
は
、「
全

国
青
年
の
集
い
『
山
梨
』
大
会
」
が
予
定

さ
れ
ま
す
。
今
後
益
々
、
青
年
部
の
活
動

が
重
要
と
な
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
私
は
任

期
を
終
え
、
部
会
長
の
任
を
解
か
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。
こ
の
先
は
新
し
き
部
会

長
に
託
し
、
さ
ら
な
る
会
の
発
展
を
祈
念

す
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
禍
で
の
法
人
会
活
動
は
、辛
く
厳

し
い
事
も
多
か
っ
た
で
す
が
、
多
く
の
方

に
支
え
ら
れ
、
重
責
を
投
げ
出
す
事
な
く
、

任
期
を
全
う
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

青
年
部
会
員
の
皆
様
は
も
と
よ
り
、
税

務
当
局
、
本
会
、
女
性
部
会
、
関
係
団
体

の
皆
様
に
は
、
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま

し
て
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

絵
は
が
き
百
二
十
九
作
品
の
応
募
を
頂
き

ま
し
た
。
児
童
の
皆
さ
ん
に
は
、
こ
れ
を

機
会
に
「
税
」
へ
の
関
心
を
も
っ
て
頂
け

た
ら
幸
い
で
す
。
担
当
さ
れ
た
都
留
支
部

の
役
員
の
皆
様
に
は
大
変
ご
苦
労
様
で
し

た
。
こ
の
場
を
お
借
り
し
て
感
謝
と
お
礼

を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

そ
の
他
河
口
湖
支
部
担
当
に
よ
る
福
祉

施
設
慰
問
活
動
は
、
鳴
沢
村
の
富
士
山
荘

へ
ナ
ツ
メ
ロ
の
ビ
デ
オ
と
タ
オ
ル
を
寄
贈
。

青
年
部
会
・
女
性
部
会
合
同
年
末
特
別
研

修
会
・
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
は
、
大
月
税
務
署

下
倉
統
括
官
の
講
演
後
、
三
年
振
り
に
ア

ル
コ
ー
ル
を
含
む
飲
食
と
チ
ャ
リ
テ
ィ
ビ

ン
ゴ
大
会
を
実
施
し
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

で
は
、
フ
ラ
ダ
ン
ス
と
女
性
部
会
コ
ー
ラ

ス
部
の
歌
を
、
ビ
デ
オ
出
演
に
よ
り
披
露

し
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
参
加
者

か
ら
募
っ
た
収
益
金
は
富
士
河
口
湖
町
社

会
福
祉
協
議
会
へ
寄
付
し
ま
し
た
。

　

そ
し
て
全
国
女
性
フ
ォ
ー
ラ
ム
静
岡
大

会
へ
は
六
名
が
参
加
し
、「
ふ
じ
の
く
に
、

地
域
で
学
び
、文
化
で
つ
な
ぐ
、女
性
の
力
」

と
題
し
て
討
議
を
行
い
、
実
り
あ
る
情
報

交
換
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
年
も
税
の
啓
発
を
は
じ
め
、
地
域
社

会
貢
献
活
動
や
部
会
員
相
互
の
交
流
を
深

め
る
事
業
に
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
の
で
、

部
会
員
を
始
め
関
係
各
位
に
お
か
れ
ま
し

て
は
、
引
き
続
き
ご
指
導
、
ご
協
力
を
賜

り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

結
び
に
皆
様
方
の
ご
健
勝
並
び
に
事
業

の
発
展
、
加
え
て
コ
ロ
ナ
の
一
日
も
早
い

収
束
を
祈
念
し
新
年
の
挨
拶
と
さ
せ
て
頂

き
ま
す
。

（3）

新
年
の
ご
挨
拶

新
年
の
ご
挨
拶
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大月税務署長感謝状

　

令
和
四
年
十
一
月
九
日
㈬
ハ
イ
ラ
ン
ド

リ
ゾ
ー
ト
ホ
テ
ル
＆
ス
パ
に
於
い
て
、
大

月
税
務
署
主
催
に
よ
る
納
税
表
彰
式
が
挙

行
さ
れ
、
税
務
行
政
全
般
に
尽
力
さ
れ
、

功
労
の
あ
っ
た
方
々
に
表
彰
状
並
び
に
感

謝
状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　

大
月
法
人
会
か
ら
受
彰
さ
れ
た
方
々
を

以
下
ご
紹
介
致
し
ま
す
。
受
彰
者
の
皆
様

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
心
よ
り
お
祝

い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

申
告
納
税
制
度
の
普
及
発
展
に
務
め
、

納
税
思
想
の
向
上
に
顕
著
な
功
績
が
あ
っ

た
人
々
に
贈
ら
れ
る
「
令
和
四
年
度
国
税

局
長
納
税
表
彰
」
が
十
一
月
八
日
㈫
、
東

京
都
港
区
の
三
田
共
用
会
議
所
に
於
い
て

開
催
さ
れ
、
当
会
会
長
の
細
田
幸
次
氏
が

受
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

細
田
会
長
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

心
よ
り
お
祝
い
申
し
上
げ
ま
す
。

令
和
四
年
度  

納
税
表
彰

東
京
国
税
局
長
納
税
表
彰

大月税務署長表彰

署
長
表
彰

　

常
任
理
事

　
　
濱
野
屋
テ
ィ
ー
ト
ラ
ス
ト
㈲　

天
野　

太
文
様

　

理
事

　
　

㈲
山
岸
旅
館　
　
　

外
川　

桂
子
様

署
長
感
謝
状

　

常
任
理
事

　
　

秋
山
土
建
㈱　
　
　

立
川　

正
史
様

　

常
任
理
事

　
　

㈲
フ
ロ
ス
ジ
ャ
パ
ン　

柏
木
お
さ
む
様

　

理
事

　
　

山
二
商
事
㈱　
　
　

赤
澤　

克
夫
様

（公社）大月法人会  会長

細田　幸次 様

関
係
民
間
団
体
長
会
会
長
感
謝
状

　

理
事

　
　

三
共
建
設
㈱　
　
　

白
木　

孝
郎
様

　

理
事

　
　

㈲
中
村
薬
局　
　
　

金
巻　
　

裕
様

　

理
事
相
当

　
　

㈱
シ
ラ
ス
自
工　
　

白
須　

一
政
様

　

理
事
相
当

　
　

堀
建
ト
ー
ヨ
ー
住
器
㈱　

堀
内　

花
代
様

　

女
性
部
会
幹
事

　
　

㈲
す
が
や　
　
　
　

菅
谷　

勝
子
様
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正
副
会
長
会

第
二
回
理
事
会

　

令
和
四
年
十
月
二
十
日
㈭
、
午
前
十
時
・

十
一
時
よ
り
ハ
イ
ラ
ン
ド
リ
ゾ
ー
ト
ホ
テ

ル
＆
ス
パ
に
於
い
て
開
催
。
審
議
事
項
に

つ
い
て
は
、
全
項
原
案
通
り
承
認
さ
れ
ま

し
た
。

審
議
事
項

一
、
令
和
４
年
度
関
係
民
間
団
体
長
会
会 

　
　

長
感
謝
状
被
贈
呈
候
補
者
の
推
薦
に 

　
　

つ
い
て

二
、
相
談
役
一
名
、
理
事
相
当
一
名
の
推 

　
　

薦
に
つ
い
て

関係民間団体長会会長感謝状

法
人
会
全
国
大
会（
千
葉
大
会
）

十
月
十
三
日
㈭   

幕
張
メ
ッ
セ

三
、
役
員
候
補
者
選
出
等
に
関
す
る
規
程 

　
　

の
制
定
に
つ
い
て

四
、
令
和
五
年
新
春
講
演
会
・
新
年
賀
詞 

　
　

交
歓
会
開
催
に
つ
い
て

報
告
事
項

一
、
令
和
四
年
度
上
期
事
業
報
告
及
び
代 

　
　

表
理
事
・
業
務
執
行
理
事
の
職
務
執 

　
　

行
状
況
に
つ
い
て

二
、
令
和
四
年
度
上
期
会
計
報
告
に
つ
い
て

三
、
今
後
の
主
要
事
業
に
つ
い
て

四
、
会
員
状
況
に
つ
い
て

五
、
法
人
会
令
和
五
年
度
税
制
改
正
に
関 

　
　

す
る
提
言
に
つ
い
て

六
、
令
和
四
年
度
未
収
普
通
会
費
に
つ
い
て

七
、
そ
の
他

関
係
民
間
団
体
事
務
局
長
会

十
月
四
日
㈫　

大
月
税
務
署

関
係
民
間
団
体
長
会

十
月
二
十
一
日
㈮　

大
月
税
務
署
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支
部
活
動
報
告

河
口
湖
東
西
支
部
役
員
会

十
月
二
十
六
日
㈬　

富
士
レ
ー
ク
ホ
テ
ル

都
留
支
部
総
会
・
税
務
研
修
会

九
月
十
五
日
㈭　

山
一

都
留
信
用
組
合
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
説
明
会

十
一
月
十
七
日
㈭　

都
留
信
用
組
合
本
店

富
士
急
グ
ル
ー
プ
部
会
税
務
研
修
会

十
一
月
二
十
二
日
㈫　

富
士
急
行
本
社

大
月
支
部
総
会
・
税
務
研
修
会

十
一
月
二
十
八
日
㈪　

大
月
商
店
街
協
同
組
合

河
口
湖
東
西
支
部
特
別
講
演
会

十
月
二
十
六
日
㈬　

富
士
レ
ー
ク
ホ
テ
ル

講
師
：
ク
レ
ー
ム
・
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト　

谷　

厚
志
氏

河
口
湖
東
西
支
部
税
務
研
修
会

十
月
二
十
六
日
㈬　

富
士
レ
ー
ク
ホ
テ
ル

税
制
改
正
提
言
書
提
出

十
一
月
二
十
一
日
㈪　

富
士
吉
田
市
役
所
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第
三
十
八
回

「
高
校
生
の
税
に
関
す
る
標
語
」

　

本
事
業
は
毎
年
十
一
月
の
税
を
考
え
る

週
間
に
合
わ
せ
て
、
地
元
の
高
校
生
を
対

象
に
税
に
対
す
る
意
識
の
高
揚
と
、
地
方

行
政
や
国
家
財
政
に
関
心
を
持
っ
て
い
た

だ
こ
う
と
い
う
趣
旨
で
毎
年
開
催
し
て
お

り
、
今
年
で
、
第
三
十
八
回
を
迎
え
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

　

本
年
度
は
、
河
口
湖
支
部
、
そ
し
て
忍

野
山
中
湖
支
部
が
担
当
し
、
富
士
河
口

湖
高
校
と
、
富
士
北
稜
高
校
の
二
校
よ
り

九
九
四
点
の
応
募
を
頂
き
ま
し
た
。

　

コ
ロ
ナ
禍
も
未
だ
収
束
が
見
通
せ
な
い

中
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
自
粛
ム
ー
ド
か

ら
一
歩
踏
み
出
そ
う
と
の
想
い
で
、
表
彰

式
は
コ
ロ
ナ
禍
以
前
と
同
規
模
に
て
開
催

す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
十
一
月
十
一

日
、
富
士
河
口
湖
町
役
場
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ

ン
ホ
ー
ル
に
て
大
月
税
務
署
か
ら
佐
藤
税

務
署
長
、
下
倉
統
括
官
、
明
石
調
査
官
、

富
士
河
口
湖
町
よ
り
渡
辺
町
長
、
東
京
地

方
税
理
士
会
よ
り
渡
辺
支
部
長
に
ご
臨
席

を
賜
り
、
三
十
一
作
品
の
表
彰
を
行
い
ま

し
た
。
当
日
出
席
く
だ
さ
っ
た
富
士
河
口

湖
高
校
、
富
士
北
陵
高
校
の
生
徒
さ
ん
の

作
品
は
何
れ
も
、
素
晴
ら
し
い
作
品
ば
か

り
で
、
世
相
を
よ
く
捉
え
て
い
る
作
品
が

多
か
っ
た
事
が
と
て
も
印
象
的
で
し
た
。

　

最
後
に
本
事
業
に
協
力
を
頂
い
た
皆
様
、

そ
し
て
素
晴
ら
し
い
作
品
を
応
募
し
て
く

だ
さ
っ
た
高
校
生
の
皆
様
に
心
よ
り
感
謝

大月税務署長賞

青年部会長挨拶

富士河口湖町長賞標語　税務署展示

青
年
部
会
活
動
報
告

を
申
し
上
げ
、
報
告
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

　

青
年
部
会
河
口
湖
支
部
長　

渡
辺
松
氏

税
制
改
正
提
言
書
提
出

十
二
月
一
日
㈭　

都
留
市
役
所

税
制
改
正
提
言
書
提
出

十
一
月
二
十
八
日
㈪　

大
月
市
役
所
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令和4年度  第38回  高校生の税に関する標語  入賞作品
大
月
税
務
署
長
賞

は
じ
め
よ
う　

誰
で
も
簡
単　

ｅ
―
Ｔ
ａ
ｘ

　

富
士
河
口
湖
高
等
学
校　

一
年　

小
川　

麻
鈴

富
士
河
口
湖
町
長
賞

税
金
が　

あ
る
か
ら
成
り
立
つ　

こ
の
暮
し

　

富
士
北
稜
高
等
学
校　
　

一
年　

水
越　

百
華

東
京
地
方
税
理
士
会
大
月
支
部
長
賞

税
金
で　

笑
顔
あ
ふ
れ
る　

国
づ
く
り

　

富
士
河
口
湖
高
等
学
校　

一
年　

松
山　

結
徠

大
月
法
人
会
長
賞

住
み
や
す
い　

社
会
を
作
ろ
う　

税
金
で

　

富
士
北
稜
高
等
学
校　
　

三
年　

堀
内　

琳
雅

大
月
法
人
会
青
年
部
会
長
賞

税
金
に　

願
い
を
込
め
て　

ふ
る
さ
と
へ

　

富
士
北
稜
高
等
学
校　
　

三
年　

渡
邊
つ
く
し

金　

賞

支
え
合
う　

国
を
社
会
を　

税
金
で

　

富
士
河
口
湖
高
等
学
校　

一
年　

井
出　

琉
生

納
税
は　

平
和
な
未
来
の　

ま
ち
づ
く
り

　

富
士
北
稜
高
等
学
校　
　

一
年　

渡
辺　

愛
叶

銀　

賞

税
金
は　

未
来
へ
繋
ぐ　

希
望
の
芽

　

富
士
河
口
湖
高
等
学
校　

三
年　

菅
野　

渓
太

姿
変
え　

暮
ら
し
を
支
え
る　

消
費
税

　

富
士
北
稜
高
等
学
校　
　

一
年　

瀧
本　

海
大

銅　

賞

税
金
は　

あ
な
た
の
そ
ば
で　

活
き
て
い
る

　

富
士
河
口
湖
高
等
学
校　

二
年　

樋
川　
　

遥

使
い
道　

誤
る
な
か
れ　

皆
の
財

　

富
士
北
稜
高
等
学
校　
　

二
年　

小
佐
野
志
築

入　

選

納
め
よ
う　

社
会
の
た
め
に　

不
正
な
く

　

富
士
河
口
湖
高
等
学
校　

三
年　

渡
邊
慶
太
郎

納
税
で　

恩
を
返
そ
う　

ふ
る
さ
と
へ

　

富
士
河
口
湖
高
等
学
校　

三
年　

渡
辺　

優
海

税
を
知
る　

日
本
の
未
来　

守
る
た
め

　

富
士
河
口
湖
高
等
学
校　

二
年　

小
野　

瑞
稀

税
金
で　

安
心
安
全　

よ
い
町
を

　

富
士
河
口
湖
高
等
学
校　

一
年　

高
村　

は
な

平
等
に　

納
め
て
暮
ら
す　

よ
い
社
会

　

富
士
河
口
湖
高
等
学
校　

一
年　

大
森　

真
優

税
金
を　

納
め
て
大
人
の　

第
一
歩

　

富
士
北
稜
高
等
学
校　
　

三
年　

羽
田　

希
成

知
り
た
く
な
い
？　

あ
な
た
の
税
金　

ど
こ
行
く
か

　

富
士
北
稜
高
等
学
校　
　

三
年　

渡
邊　
　

想

税
金
で　

救
く
え
る
命　

ま
た
一
つ

　

富
士
北
稜
高
等
学
校　
　

二
年　

池
田　

瑞
季

俺
は
や
る　

生
き
て
く
た
め
の　

納
税
義
務

　

富
士
北
稜
高
等
学
校　
　

一
年　

宮
下　

政
大

将
来
を　

生
き
る
子
供
に　

届
け
よ
う

　

富
士
北
稜
高
等
学
校　
　

一
年　

勝
俣　
　

紗

佳　

作

将
来
の　

た
め
に
知
る
べ
き　

税
シ
ス
テ
ム

　

富
士
河
口
湖
高
等
学
校　

二
年　

加
藤　
　

凛

消
費
税　

高
校
生
も　

納
税
者

　

富
士
河
口
湖
高
等
学
校　

二
年　

渡
辺　

蒼
矢

税
金
は　

未
来
を
つ
く
る　

種
に
な
る

　

富
士
河
口
湖
高
等
学
校　

一
年　

山
本　

海
怜

税
金
は　

み
ん
な
の
暮
ら
し　

守
る
も
の

　

富
士
河
口
湖
高
等
学
校　

一
年　

渡
邊　

心
晴

税
金
で　

輝
く
あ
す
を　

築
い
て
く

　

富
士
河
口
湖
高
等
学
校　

一
年　

土
屋
は
る
か

納
め
よ
う　

後
の
世
代
の　

子
の
た
め
に

　

富
士
北
稜
高
等
学
校　
　

三
年　

羽
田　

裕
稀

使
い
方　

知
ろ
う
学
ぼ
う　

消
費
税

　

富
士
北
稜
高
等
学
校　
　

三
年　

渡
辺　

萌
絵

学
生
も　

社
会
に
貢
献　

消
費
税

　

富
士
北
稜
高
等
学
校　
　

二
年　

小
林　

美
月

も
っ
と
知
ろ
う　

暮
ら
し
を
支
え
る　

税
金
を

　

富
士
北
稜
高
等
学
校　
　

一
年　

白
鳥　

麻
裕

納
税
が　

地
域
の
貢
献　

第
一
歩

　

富
士
北
稜
高
等
学
校　
　

一
年　

加
藤　

は
な
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環
富
士
山
交
流
会

十
月
二
十
九
日
㈯　
　

沼
津
方
面

標
語
・
絵
画
・
絵
は
が
き
最
終
選
考
会

十
月
十
八
日
㈫　

大
月
法
人
会
館

東
京
局
連
三
県
連
部
会
長
サ
ミ
ッ
ト

十
月
七
日
㈮　

ベ
ル
ク
ラ
シ
ッ
ク
甲
府

県
内
四
法
人
会
共
催
少
年
サ
ッ
カ
ー
教
室
・
税
金
教
室

九
月
十
日
㈯　

Ｊ
Ｉ
Ｔ
リ
サ
イ
ク
ル
イ
ン
ク
ス
タ
ジ
ア
ム

ヴァンフォーレ甲府選手によるサッカー教室

税金教室

東京局連三県連青年部会員交流会

ヴァンフォーレ甲府選手と記念写真

開会式：細田幸次県連副会長挨拶

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
寄
附
感
謝
状

七
月
三
十
日
㈭　

富
士
吉
田
市
社
会
福
祉
協
議
会
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少
年
野
球
大
会
・
税
金
教
室

十
二
月
三
日
㈯　

忍
野
小
学
校

第
三
十
六
回
法
人
会

全
国
青
年
の
集
い（
沖
縄
大
会
）

十
一
月
二
十
五
日
㈮　

沖
縄
市
体
育
館
・
沖
縄
ア
リ
ー
ナ

野球大会 大月税務署  明石調査官による税金教室

少
年
野
球
教
室

十
一
月
五
日
㈯　

吉
田
小
学
校

講
師
：
野
村
弘
樹
氏（
元
横
浜
ベ
イ
ス
タ
ー
ズ
）
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令
和
四
年
度
小
学
生
に
よ
る

「
税
に
関
す
る
絵
画
コ
ン
ク
ー
ル
」

「
税
に
関
す
る
絵
は
が
き
コ
ン
ク
ー
ル
」

　

前
号
の
「
か
つ
ら
川
」
に
て
報
告
の
通

り
、
女
性
部
会
都
留
支
部
担
当
に
よ
る
当

該
事
業
も
終
盤
に
な
り
、
絵
画
は
東
桂
小
、

西
桂
小
の
二
校
よ
り
合
計
九
十
一
点
、
絵

は
が
き
は
東
桂
小
、
西
桂
小
、
禾
生
第
一

小
の
三
校
よ
り
合
計
百
二
十
九
点
の
応
募

が
あ
り
、
租
税
教
室
で
学
ん
だ
成
果
も
見

ら
れ
、
色
彩
豊
か
な
力
作
が
集
ま
り
ま
し

た
。
支
部
に
よ
る
一
次
選
考
及
び
女
性
部

女
性
部
会
活
動
報
告

絵画　大月税務署長賞（東桂小学校）

アトラクション：フラ・プルメリア 講師：大月税務署  法１統括官  下倉貴幸 氏

青
年
部
会
・
女
性
部
会

チ
ャ
リ
テ
ィ
収
益
金
寄
附

十
二
月
十
五
日
㈭　

富
士
河
口
湖
町
社
会
福
祉
協
議
会

青
年
部
会
都
留
支
部
会
議

十
二
月
八
日
㈭　

割
烹 

ふ
る
や

青
年
部
会
役
員
会

十
二
月
九
日
㈮　

大
月
法
人
会
館

青
年
部
会
・
女
性
部
会
合
同

年
末
特
別
研
修
会
・
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー

十
二
月
六
日
㈫　

ホ
テ
ル
鐘
山
苑

会
役
員
の
選
考
を
経
て
、
後
援
を
頂
い
た

大
月
税
務
署
長
、
都
留
市
長
（
代
理
）、

西
桂
町
長
（
代
理
）、
税
理
士
会
大
月
支

部
長
を
お
招
き
し
て
、
最
終
選
考
会
を
開

催
し
、
絵
画
は
特
別
賞
十
一
点
を
含
め
て

全
三
十
点
の
作
品
が
入
賞
。
絵
は
が
き
は

特
別
賞
九
点
を
含
め
三
十
三
点
の
作
品
の

入
賞
が
決
定
し
ま
し
た
。
入
賞
の
皆
さ
ん

に
は
賞
状
と
副
賞
を
準
備
し
、
各
校
へ
出

絵画　都留市長賞（東桂小学校）



（12）

絵画　税理士会支部長賞（東桂小学校） 絵画　西桂町長賞（西桂小学校）

絵画　大月法人会長賞（西桂小学校）絵画　表彰式受賞者記念撮影（東桂小学校）

絵画　表彰式受賞者記念撮影（西桂小学校）

絵画　税務署展示 絵画　都留信用組合 小沼支店展示（西桂小学校）

絵画　都留信用組合 桂支店展示（東桂小学校）

向
き
表
彰
式
を
執
り
行
い
ま
し
た
。
受
賞

後
の
記
念
撮
影
で
は
笑
顔
の
子
供
た
ち
の

姿
に
「
税
金
」
が
自
分
た
ち
生
活
に
深
く

関
わ
っ
て
い
る
こ
と
を
理
解
で
き
た
様
子

が
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

　

貴
重
な
夏
休
み
の
期
間
に
作
品
を
描
き

上
げ
応
募
さ
れ
た
児
童
の
皆
さ
ん
、
ご
指

導
を
頂
い
た
先
生
方
に
感
謝
申
し
上
げ
る

と
共
に
、大
月
税
務
署
、都
留
市
、西
桂
町
、

税
理
士
会
等
関
係
各
位
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
賜
り
ま
し
て
当
該
事
業
を
無
事
に
終

わ
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
事
に
心
よ
り
御

礼
申
し
上
げ
ま
す
。
本
当
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

女
性
部
会
都
留
支
部
長　

鶴
田
み
さ
子
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小学生の税に関する絵画コンクール入賞作品 特別賞

大月税務署長賞　東桂小学校　６年　小坂　愛香

西桂町長賞
西桂小学校　６年　大谷　琴音

都留市長賞
東桂小学校　６年　小俣　愛姫

　

大
月
法
人
会
女
性
部
会
長
賞

西
桂
小
学
校　

６
年　

槇
田　

果
音

　大月法人会女性部会長賞
西桂小学校　６年　永井　ほの美

　大月法人会女性部会長賞
東桂小学校　６年　勝俣　希絆

　大月法人会女性部会長賞
西桂小学校　６年　大石　玲穏

　大月法人会女性部会長賞
東桂小学校　６年　小田　七舞

　大月法人会女性部会長賞
東桂小学校　６年　加藤　沙羅

　大月法人会長賞
西桂小学校　６年　桑原　音羽

　東京地方税理士会大月支部長賞
東桂小学校　６年　森　絢叶
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令
和
四
年
度
大
月
法
人
会
女
性
部
会
主
催

第
二
十
四
回
小
学
生
の
税
に
関
す
る
絵
画
コ
ン
ク
ー
ル
入
賞
者

大
月
税
務
署
長
賞 

東
桂
小
学
校 

六
年 

小
　
坂
　
愛
　
香

都

留

市

長

賞 

　
　
〃 

六
年 

小
　
俣
　
愛
　
姫

西

桂

町

長

賞 

西
桂
小
学
校 

六
年 

大
　
谷
　
琴
　
音

東
京
地
方
税
理
士
会
大
月
支
部
長
賞 

東
桂
小
学
校 

六
年 

森
　
　
　
絢
　
叶

大
月
法
人
会
長
賞 

西
桂
小
学
校 

六
年 

桑
　
原
　
音
　
羽

大
月
法
人
会
女
性
部
会
長
賞 

東
桂
小
学
校 

六
年 

勝
　
俣
　
希
　
絆

　
　
　

〃 
　
　
〃 

六
年 

小
　
田
　
七
　
舞

　
　
　

〃 
　
　
〃 

六
年 

加
　
藤
　
沙
　
羅

　
　
　

〃 

西
桂
小
学
校 

六
年 

永
　
井
　
ほ
の
美

　
　
　

〃 

　
　
〃 

六
年 

大
　
石
　
玲
　
穏

　
　
　

〃 

　
　
〃 
六
年 

槇
　
田
　
果
　
音

入　
　
　
　
　
　

選 

東
桂
小
学
校 
六
年 

渡
　
邉
　
真
　
弥

　
　
　

〃 

　
　
〃 
六
年 
榊
　
原
　
か
さ
ね

　
　
　

〃 

　
　
〃 

六
年 
三
　
枝
　
悠
月
羽

　
　
　

〃 

　
　
〃 

六
年 
井
　
上
　
瑠
喜
翔

　
　
　

〃 

　
　
〃 

六
年 

初
　
原
　
叶
　
眞

　
　
　

〃 

西
桂
小
学
校 

六
年 

川
　
村
　
更
　
紗

　
　
　

〃 

　
　
〃 

六
年 

菅
　
谷
　
結
　
彩

　
　
　

〃 

　
　
〃 

六
年 

菅
　
谷
　
あ
い
な

　
　
　

〃 

　
　
〃 

六
年 

佐
　
藤
　
璃
　
空

佳　
　
　
　
　
　

作 

東
桂
小
学
校 

六
年 

長
　
田
　
那
　
帆

　
　
　

〃 

　
　
〃 

六
年 

長
　
田
　
竜
　
空

　
　
　

〃 

　
　
〃 

六
年 

米
　
山
　
功
　
将

　
　
　

〃 

　
　
〃 

六
年 

岡
　
本
　
珠
　
亜

　
　
　

〃 

西
桂
小
学
校 

六
年 

武
　
田
　
紗
　
玖

　
　
　

〃 

　
　
〃 

六
年 

志
　
村
　
明
花
莉

　
　
　

〃 

　
　
〃 

六
年 

山
　
口
　
未
　
來

　
　
　

〃 

　
　
〃 

六
年 

渡
　
邉
　
玲
　
杏

　
　
　

〃 

　
　
〃 

六
年 

相
　
澤
　
桃
　
花

　
　
　

〃 

　
　
〃 

六
年 

滝
　
口
　
想
　
宇

絵はがき　山梨県連女連協会長賞

絵はがき　大月法人会長賞

絵はがき　大月税務署長賞

絵はがき　表彰式受賞者記念撮影（禾生第一小学校）

絵はがき　東京地方税理士会大月支部長賞
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大月法人会女性部会長賞
東桂小学校　６年　森　絢叶

大月法人会女性部会長賞
西桂小学校　５年　遠山　りら

大月法人会女性部会長賞
禾生第一小学校　６年　池谷  紗那

大月法人会女性部会長賞
西桂小学校　６年　槇田　果音

大月法人会長賞
禾生第一小学校　５年　藤本　湊斗

東京地方税理士会大月支部長賞
禾生第一小学校　６年　渡邉　瑠人

大月法人会女性部会長賞
西桂小学校　６年　渡邉　侑晟

大月税務署長賞
禾生第一小学校　５年　前田　茜

　山梨県連女連協会長賞
禾生第一小学校　５年　白鳥　琥汰朗

小学生の税に関する絵はがきコンクール入賞作品 特別賞
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令
和
四
年
度
大
月
法
人
会
女
性
部
会
主
催

第
十
二
回
小
学
生
の
税
に
関
す
る
絵
は
が
き
コ
ン
ク
ー
ル
入
賞
者

山
梨
県
連
女
連
協
会
長
賞 

禾
生
第
一
小
学
校 

五
年 

白
　
鳥
　
琥
汰
朗

大
月
税
務
署
長
賞 

　
　
　
〃 

五
年 

前
　
田
　
　
　
茜

東
京
地
方
税
理
士
会
大
月
支
部
長
賞 

　
　
　
〃 

六
年 

渡
　
邉
　
瑠
　
人

大
月
法
人
会
長
賞 

　
　
　
〃 

五
年 

藤
　
本
　
湊
　
斗

大
月
法
人
会
女
性
部
会
長
賞 

西
桂
小
学
校 

六
年 

槇
　
田
　
果
　
音

　
　
　

〃 
　
　
　
〃 

六
年 

渡
　
邉
　
侑
　
晟

　
　
　

〃 
　
　
　
〃 

五
年 

遠
　
山
　
り
　
ら

　
　
　

〃 
禾
生
第
一
小
学
校 

六
年 

池
　
谷
　
紗
　
那

　
　
　

〃 

東
桂
小
学
校 

六
年 

森
　
　
　
絢
　
叶

入　
　
　
　
　
　

選 

西
桂
小
学
校 

五
年 

上
　
野
　
愛
結
音

　
　
　

〃 

　
　
　
〃 

六
年 

永
　
井
　
ほ
の
美

　
　
　

〃 

　
　
　
〃 
六
年 

大
　
石
　
玲
　
穏

　
　
　

〃 

　
　
　
〃 
六
年 

志
　
村
　
明
花
莉

　
　
　

〃 

禾
生
第
一
小
学
校 
五
年 

白
　
須
　
翔
　
士

　
　
　

〃 

　
　
　
〃 

六
年 
鈴
　
木
　
雅
　
琉

　
　
　

〃 

　
　
　
〃 

五
年 
近
　
藤
　
碧
　
威

　
　
　

〃 

　
　
　
〃 

六
年 

舟
久
保
　
有
　
位

　
　
　

〃 

　
　
　
〃 

五
年 

矢
　
野
　
莉
　
杏

　
　
　

〃 

　
　
　
〃 

六
年 

城
之
内
　
陸
　
斗

佳　
　
　
　
　
　

作 

西
桂
小
学
校 

六
年 

佐
　
藤
　
璃
　
空

　
　
　

〃 

　
　
　
〃 

五
年 

田
　
村
　
　
　
羚

　
　
　

〃 

　
　
　
〃 

五
年 

武
　
藤
　
快
　
吏

　
　
　

〃 

　
　
　
〃 

五
年 

青
　
山
　
七
　
奈

　
　
　

〃 

禾
生
第
一
小
学
校 

六
年 

前
　
田
　
多
　
緒

　
　
　

〃 

　
　
　
〃 

五
年 

鬢
　
櫛
　
夏
　
菜

　
　
　

〃 

　
　
　
〃 

五
年 

吉
　
澤
　
統
　
士

　
　
　

〃 

　
　
　
〃 

五
年 

杉
　
本
　
文
　
汰

　
　
　

〃 

　
　
　
〃 

五
年 

小
　
林
　
諒
　
平

　
　
　

〃 

　
　
　
〃 

六
年 

渡
　
邉
　
龍
　
星

　
　
　

〃 

　
　
　
〃 

五
年 

平
　
井
　
る
　
な

　
　
　

〃 

　
　
　
〃 

五
年 

岡
　
野
　
心
　
晴

　
　
　

〃 

　
　
　
〃 

五
年 

岡
　
田
　
隆
之
介

　
　
　

〃 

　
　
　
〃 

五
年 

雨
　
宮
　
侑
　
生

絵
画
・
絵
は
が
き
第
一
次
選
考
会

九
月
十
四
日
㈬　

㈱
ツ
ル
タ

絵
画
・
絵
は
が
き
第
二
次
選
考
会

九
月
二
十
二
日
㈭　

ホ
テ
ル
鐘
山
苑

税
務
研
修
会
・
役
員
会

九
月
二
十
二
日
㈭　

ホ
テ
ル
鐘
山
苑
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大
月
支
部
税
務
研
修
会

十
一
月
五
日
㈯　

ア
ル
ブ
ル
ヴ
ェ
ー
ル

上
野
原
・
都
留
・
河
口
湖
支
部
合
同
税
務
研
修
会

十
一
月
二
十
三
日
㈬　

三
ツ
峠
グ
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

富
士
吉
田
・
河
口
湖
支
部
合
同
税
務
研
修
会

十
二
月
八
日
㈭　

富
士
レ
ー
ク
ホ
テ
ル

コ
ー
ラ
ス
部
ビ
デ
オ
収
録

十
一
月
十
七
日
㈭　

大
月
法
人
会
館

組
織
・
厚
生
合
同
委
員
会

九
月
十
三
日
㈫　

ホ
テ
ル
鐘
山
苑

研
修
・
税
制
合
同
委
員
会

九
月
二
十
七
日
㈫　

大
月
法
人
会
館

そ
の
他
の
活
動
報
告



経
営
支
援
セ
ミ
ナ
ー
Ⅱ

十
一
月
二
日
㈬　

大
月
法
人
会
館

講
師
：
根
本
デ
ィ
ー
コ
ン
雅
子
氏

経
営
支
援
セ
ミ
ナ
ー
Ⅰ

九
月
二
十
七
日
㈫　

大
月
法
人
会
館

講
師
：
初
鹿
野
浩
明
氏

つ
る
産
業
ま
つ
り
２
０
２
２　
十
月
三
十
日
㈰　

谷
村
第
一
小
学
校
校
庭
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広
報
委
員
会

十
一
月
七
日
㈪　

大
月
法
人
会
館

総
務
委
員
会

九
月
二
十
九
日
㈭　

大
月
法
人
会
館



新
設
法
人
説
明
会

　

九
月
十
二
日
㈪　

大
月
法
人
会
館

十
二
月
十
六
日
㈮　

大
月
法
人
会
館

決
算
法
人
説
明
会

　

九
月
十
六
日
㈮　

大
月
法
人
会
館

十
一
月
十
八
日
㈮　

大
月
法
人
会
館

広
報
誌
封
入
作
業

九
月
二
日
㈮　

大
月
法
人
会
館

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
説
明
会

八
月
二
十
四
日
㈬　

大
月
法
人
会
館

九
月　

十
二
日
㈪　

大
月
法
人
会
館

九
月　

十
六
日
㈮　

大
月
法
人
会
館

東
京
国
税
局
と
の
意
見
交
換
会

十
一
月
十
日
㈭　

甲
府
常
磐
ホ
テ
ル

県
連
理
事
会

十
一
月
十
五
日
㈫　

甲
府
記
念
日
ホ
テ
ル

県
連
単
位
会
専
務
理
事

事
務
局
長
会
議

　

九
月　
　

二
日
㈮　

甲
府
法
人
会
館

十
二
月
二
十
三
日
㈮　

甲
府
法
人
会
館

東
京
局
連
組
織
・

厚
生
合
同
委
員
会

九
月
二
十
九
日
㈭

　

横
浜
ベ
イ
シ
ェ
ラ
ト
ン
ホ
テ
ル

　
　
（
川
上
副
会
長
出
席
）

県
連
正
副
会
長
会

十
一
月
二
日
㈬　
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≪
は
じ
め
に
≫

　

我
が
国
経
済
は
〝
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
〟
に
向
け
た

欧
米
の
急
激
な
社
会
経
済
活
動
再
開
と
ロ
シ
ア
の

ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
に
よ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
需
給
逼

迫
な
ど
を
背
景
と
し
た
物
価
上
昇
に
飲
み
込
ま
れ

た
。
そ
の
影
響
は
欧
米
ほ
ど
で
は
な
い
が
、
輸
出

を
中
心
に
企
業
業
績
を
支
え
た
円
安
が
輸
入
原
材

料
価
格
の
上
昇
を
助
長
す
る
構
図
に
暗
転
す
る
な

ど
、
先
行
き
不
確
実
性
が
急
速
に
増
し
て
い
る
。

　

岸
田
文
雄
政
権
は
「
成
長
と
分
配
の
好
循
環
」

を
目
指
し
た
〝
新
し
い
資
本
主
義
〟
と
い
う
看

板
を
掲
げ
、
こ
の
難
局
を
乗
り
越
え
よ
う
と
し

て
い
る
が
、
そ
の
実
現
に
は
説
得
力
不
足
と
の

指
摘
も
あ
る
。
と
り
わ
け
、
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
で

中
途
半
端
に
終
わ
っ
た
農
業
や
医
療
分
野
な
ど

の
岩
盤
規
制
に
対
す
る
改
革
は
、
本
年
の
「
経

済
財
政
運
営
と
改
革
の
基
本
方
針
」（
骨
太
の
方

針
２
０
２
２
）
で
も
ほ
ぼ
素
通
り
し
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
中
で
本
格
化
し
て
き
た
の
は
「
経

済
安
全
保
障
」
で
あ
る
。
ロ
シ
ア
へ
の
経
済
制

裁
だ
け
で
な
く
、
覇
権
主
義
的
な
動
き
を
強
め

る
中
国
を
念
頭
に
置
き
、
先
端
技
術
の
流
出
防

止
や
戦
略
物
資
の
供
給
網
強
靭
化
策
が
具
体
化

し
て
き
た
。
日
米
を
軸
に
発
足
し
た
「
イ
ン
ド

太
平
洋
経
済
枠
組
み
（
Ｉ
Ｐ
Ｅ
Ｆ
）」
も
実
態
は

経
済
安
保
が
目
的
と
さ
れ
て
お
り
、
経
済
界
は

相
応
の
対
応
が
必
要
に
な
る
。

　

岸
田
政
権
は
５
年
以
内
の
防
衛
力
抜
本
強
化

も
打
ち
出
し
て
い
る
。
こ
れ
に
は
防
衛
費
の
大

幅
な
増
額
が
必
要
と
み
ら
れ
、
財
政
へ
の
影
響

は
必
至
で
あ
ろ
う
。
我
が
国
財
政
は
先
進
国
の

中
で
突
出
し
て
悪
化
し
て
お
り
、
国
家
的
課
題

で
あ
る
基
礎
的
財
政
収
支
（
プ
ラ
イ
マ
リ
ー
バ

ラ
ン
ス
＝
Ｐ
Ｂ
）
の
黒
字
化
目
標
と
ど
う
両
立

さ
せ
て
い
く
の
か
、
注
視
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。

　

眼
前
に
は
コ
ロ
ナ
対
策
で
積
み
あ
が
っ
た
莫

大
な
国
債
と
い
う
名
の
借
金
が
あ
る
。
欧
米
は

す
で
に
そ
の
返
済
計
画
を
着
々
と
進
め
て
い
る

が
、
我
が
国
は
こ
の
問
題
を
封
印
し
て
き
た
。

せ
め
て
借
金
は
現
世
代
で
返
済
す
る
よ
う
、
東

日
本
大
震
災
の
復
興
計
画
な
ど
を
参
考
に
具
体

的
な
返
済
計
画
を
早
急
に
策
定
す
べ
き
で
あ
る
。

　

コ
ロ
ナ
禍
は
最
悪
期
を
脱
し
、
我
が
国
も

〝
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
〟
と
呼
ば
れ
る
共
生
の
段
階
に

入
っ
た
と
さ
れ
る
。
し
か
し
、
業
種
に
よ
っ
て

は
そ
の
後
遺
症
で
破
綻
に
追
い
込
ま
れ
る
企
業

も
多
い
。
特
に
地
域
経
済
と
雇
用
を
担
っ
て
い

る
中
小
企
業
は
経
営
基
盤
が
弱
い
。
我
が
国
経

済
の
土
台
が
揺
ら
が
な
い
よ
う
税
財
政
や
金
融

面
か
ら
実
効
性
あ
る
対
策
が
求
め
ら
れ
る
。

≪
基
本
的
な
課
題
≫

Ⅰ
．
税
・
財
政
改
革
の
あ
り
方

　

我
が
国
財
政
は
先
進
国
の
中
で
突
出
し
て
悪

化
し
て
い
た
と
こ
ろ
に
１
０
０
兆
円
近
く
と
も

い
わ
れ
る
莫
大
な
コ
ロ
ナ
対
策
費
が
加
わ
り
、

国
債
発
行
残
高
は
つ
い
に
１
、０
０
０
兆
円
の
大

台
を
突
破
し
た
。
地
方
を
合
わ
せ
る
と
長
期
債

務
残
高
は
国
内
総
生
産
（
Ｇ
Ｄ
Ｐ
）
の
２
倍
以

上
に
達
し
て
い
る
。
コ
ロ
ナ
禍
が
最
悪
期
を
脱

し
ウ
イ
ル
ス
と
の
共
生
段
階
に
入
っ
た
と
さ
れ

る
今
、
ま
ず
は
こ
の
コ
ロ
ナ
対
策
財
源
の
借
金

返
済
を
ど
う
進
め
る
か
が
最
大
の
課
題
で
あ
る
。

　

す
で
に
米
国
、
イ
ギ
リ
ス
、
ド
イ
ツ
な
ど
で

は
コ
ロ
ナ
禍
の
真
只
中
に
あ
っ
た
時
期
か
ら
、

増
税
な
ど
を
含
め
た
大
枠
の
返
済
計
画
を
示
し

実
行
に
移
し
始
め
た
。
我
が
国
に
お
い
て
も
、

少
な
く
と
も
国
債
で
賄
っ
た
コ
ロ
ナ
対
策
費
の

負
担
に
つ
い
て
、
将
来
世
代
に
先
送
り
せ
ず
現

世
代
で
解
決
す
る
よ
う
返
済
計
画
を
策
定
す
る

こ
と
が
急
務
で
あ
る
。

　

具
体
的
に
は
、
政
府
保
有
株
式
売
却
や
復
興

を
目
的
と
し
た
付
加
税
な
ど
で
財
源
を
確
保
し

た
東
日
本
大
震
災
の
復
興
計
画
な
ど
を
参
考
に
、

一
般
会
計
と
区
分
し
た
特
別
会
計
と
す
る
こ
と

が
望
ま
し
い
。
コ
ロ
ナ
禍
は
ま
さ
に
国
難
で
あ

り
、
国
民
が
連
帯
し
幅
広
く
負
担
す
る
こ
と
が

求
め
ら
れ
よ
う
。

　

我
が
国
は
先
進
国
で
最
速
の
ス
ピ
ー
ド
で
少
子

高
齢
化
が
進
み
、
か
つ
人
口
が
減
少
す
る
と
い
う

深
刻
な
構
造
問
題
を
抱
え
て
い
る
。
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
歴
代
政
権
は
こ
れ
に
真
正
面
か
ら
取
り
組

む
こ
と
を
避
け
て
き
た
。
そ
れ
が
現
在
の
極
度
に

悪
化
し
た
財
政
と
「
中
福
祉
・
低
負
担
」
と
い
う

い
び
つ
な
不
均
衡
を
生
ん
だ
の
で
あ
る
。
コ
ロ
ナ

対
策
財
源
の
返
済
に
早
く
道
筋
を
つ
け
た
う
え

で
、
真
っ
当
な
税
財
政
改
革
に
着
手
し
な
い
と
我

が
国
が
目
指
す
べ
き
「
中
福
祉
・
中
負
担
」
と
財

政
の
健
全
化
は
実
現
で
き
な
い
。

１
．
財
政
健
全
化
に
向
け
て

　

我
が
国
経
済
は
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
と
の
共
生
段

階
に
入
り
、
財
政
運
営
は
〝
平
時
〟
に
戻
る
こ
と

に
な
る
。
そ
の
際
、
最
も
重
要
な
の
は
失
わ
れ
た

財
政
規
律
の
回
復
で
あ
る
。
未
曽
有
の
国
難
に
財

政
が
対
応
す
る
こ
と
は
当
然
の
こ
と
だ
が
、
使
途

が
不
明
確
な
多
額
の
予
備
費
や
膨
大
な
使
い
残
し

が
生
じ
た
予
算
編
成
の
実
態
を
考
え
れ
ば
、
こ
れ

を
検
証
す
る
こ
と
が
極
め
て
重
要
な
の
で
あ
る
。

　

と
く
に
問
題
な
の
は
、
こ
の
歳
出
の
大
半
が

数
次
に
わ
た
る
補
正
予
算
で
編
成
さ
れ
た
こ
と

で
あ
る
。
本
年
４
月
に
取
り
ま
と
め
た
ロ
シ
ア

の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
な
ど
を
背
景
と
す
る
物
価

上
昇
対
応
を
中
心
と
し
た
緊
急
経
済
対
策
も
補

正
予
算
に
よ
る
も
の
だ
っ
た
。

　

補
正
予
算
は
当
初
予
算
に
比
べ
て
よ
り
機
動
的

に
編
成
で
き
る
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
が
、
一
方
で
は

国
民
の
目
が
届
き
に
く
く
、
国
会
で
も
議
論
が
不

足
が
ち
に
な
る
。
こ
の
た
め
、
政
府
は
往
々
に
し

て
当
初
予
算
を
抑
制
気
味
に
編
成
し
補
正
で
歳
出

を
膨
ら
ま
す
と
い
う
傾
向
が
強
か
っ
た
。
そ
の
手

法
が
批
判
さ
れ
補
正
の
規
模
は
縮
小
さ
れ
て
き
た

が
、
今
般
の
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
異
常
な
規
模
で
復

活
し
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

　

財
政
健
全
化
の
目
標
も
後
退
し
た
印
象
が
あ

る
。「
骨
太
の
方
針
２
０
２
２
」
で
は
、
昨
年
復

活
し
た
国
と
地
方
の
Ｐ
Ｂ
黒
字
化
の
目
標
年
限

で
あ
る
「
２
０
２
５
年
度
」
が
再
び
姿
を
消
し

た
の
で
あ
る
。「
こ
れ
ま
で
の
財
政
健
全
化
目
標

に
取
り
組
む
」
と
の
表
現
で
間
接
的
に
年
限
を

担
保
し
て
い
る
も
の
の
、
腰
が
引
け
た
姿
と
み

ら
れ
て
も
仕
方
な
い
だ
ろ
う
。

　

本
年
７
月
に
更
新
さ
れ
た
内
閣
府
の
「
中
長

期
の
経
済
財
政
に
関
す
る
試
算
」
で
は
、
高
い

成
長
率
を
前
提
と
し
た
場
合
で
も
２
０
２
５
年

度
に
は
５
千
億
円
の
赤
字
が
残
る
と
し
て
い
る
。

し
か
し
、
こ
れ
は
新
た
な
税
財
政
改
革
を
想
定

し
て
い
な
い
試
算
で
あ
る
。
政
府
が
本
気
で
改

革
に
取
り
組
め
ば
２
０
２
５
年
度
の
黒
字
化
達

成
は
十
分
に
可
能
と
い
え
る
。

　

た
だ
、
新
た
に
留
意
す
べ
き
財
政
需
要

と
し
て
は
防
衛
費
が
あ
る
。「
骨
太
の
方
針

２
０
２
２
」
で
は
「
５
年
以
内
の
防
衛
力
抜
本

強
化
」
が
盛
り
込
ま
れ
た
。
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ

イ
ナ
侵
攻
と
覇
権
主
義
的
動
き
を
強
め
る
中
国

を
念
頭
に
置
け
ば
、
防
衛
費
の
大
幅
増
加
は
避

け
ら
れ
ま
い
。
財
政
健
全
化
と
ど
う
両
立
さ
せ

る
の
か
、
岸
田
政
権
の
手
腕
が
問
わ
れ
よ
う
。

　

こ
れ
ま
で
も
財
政
を
左
右
す
る
と
指
摘
さ
れ

て
き
た
団
塊
の
世
代
が
、
つ
い
に
本
年
度
か
ら

後
期
高
齢
者
に
入
り
始
め
た
。
本
来
な
ら
、
そ

れ
ま
で
に
少
な
く
と
も
Ｐ
Ｂ
黒
字
化
を
達
成
し

て
お
か
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
財
政
健
全
化
が

国
家
的
課
題
で
あ
る
こ
と
を
政
治
家
も
国
民
も

再
確
認
し
不
退
転
の
決
意
で
臨
む
必
要
が
あ
る
。

⑴
コ
ロ
ナ
禍
は
最
悪
期
を
脱
し
社
会
経
済
活
動 

　

は
平
時
に
戻
り
つ
つ
あ
る
が
、
そ
の
影
響
が 

　

な
く
な
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
こ
の
た
め
、 

　

相
応
の
需
要
喚
起
を
行
う
こ
と
も
必
要
で
は 

　

あ
る
が
、
そ
れ
が
バ
ラ
マ
キ
政
策
と
な
ら
な 

　

い
よ
う
十
分
配
慮
す
べ
き
で
あ
る
。

⑵
財
政
健
全
化
は
国
家
的
課
題
で
あ
り
、
コ
ロ 

　

ナ
禍
収
束
後
に
は
本
格
的
な
歳
出
・
歳
入
の 

　

一
体
的
改
革
に
入
れ
る
よ
う
準
備
を
進
め
る 

　

こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
歳
入
で
は
安
易
に
税 

　

の
自
然
増
収
を
前
提
と
す
る
こ
と
な
く
、
ま 

　

た
歳
出
に
つ
い
て
は
聖
域
を
設
け
ず
に
分
野 

　

別
の
具
体
的
な
削
減
・
抑
制
の
方
策
と
工
程 

　

表
を
明
示
し
、
着
実
に
改
革
を
実
行
す
る
よ 

　

う
求
め
る
。

⑶
国
債
の
信
認
が
揺
ら
い
だ
場
合
、
長
期
金
利
の 

　

急
上
昇
な
ど
金
融
資
本
市
場
に
多
大
な
影
響
を 

　

与
え
、成
長
を
阻
害
す
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。 

　

す
で
に
日
銀
は
政
府
に
よ
る
過
剰
な
依
存
が
主 

　

因
と
は
い
え
、
国
債
保
有
が
異
常
に
高
い
水
準 

　

に
達
し
て
い
る
ほ
か
、
株
式
市
場
で
も
市
場
機 

　

能
を
歪
め
か
ね
な
い
存
在
と
な
っ
て
い
る
。
い 

　

ず
れ
金
融
政
策
は
正
常
化
さ
せ
ね
ば
な
ら
ず
、 

　

そ
の
際
に
は
政
府
と
日
銀
が
健
全
な
関
係
を
構 

　

築
し
、
副
作
用
を
最
小
限
に
抑
え
る
よ
う
細
心 

令
和
五
年
度　

税
制
改
正
に
関
す
る
提
言

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

公
益
財
団
法
人　

全
国
法
人
会
総
連
合
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の
政
策
運
営
が
求
め
ら
れ
る
。

２　

社
会
保
障
制
度
に
対
す
る
基
本
的
考
え
方

　

我
が
国
は
先
進
国
で
最
速
の
ス
ピ
ー
ド
で
少

子
高
齢
化
が
進
み
、
か
つ
人
口
が
減
少
す
る
と

い
う
極
め
て
深
刻
な
構
造
問
題
に
直
面
し
て
い

る
。
社
会
保
障
給
付
費
は
高
齢
者
人
口
が
ピ
ー

ク
を
迎
え
る
２
０
４
０
年
に
は
、
２
０
２
２
年

度
の
約
１
３
１
兆
円
か
ら
１
９
０
兆
円
に
膨
張

す
る
見
込
み
で
あ
る
。

　

社
会
保
障
給
付
費
は
公
費
と
保
険
料
で
構
成

さ
れ
て
お
り
、
財
政
の
あ
り
方
と
密
接
不
可
分

の
関
係
に
あ
る
。
現
状
の
「
中
福
祉
・
低
負
担
」

と
い
う
不
均
衡
を
「
中
福
祉
・
中
負
担
」
と
い

う
正
常
な
姿
に
改
革
す
る
に
は
、
適
正
な
負
担

を
確
保
す
る
と
と
も
に
、
給
付
を
「
重
点
化
・

効
率
化
」
に
よ
り
可
能
な
限
り
抑
制
す
る
し
か

方
法
は
な
い
。

　

団
塊
の
世
代
は
本
年
度
か
ら
後
期
高
齢
者
入

り
し
た
。
こ
の
世
代
が
す
べ
て
後
期
高
齢
者
と

な
り
、
医
療
と
介
護
の
給
付
費
急
増
が
見
込
ま

れ
る
「
２
０
２
５
年
問
題
」
が
始
ま
っ
た
の
で

あ
る
。
し
か
し
、
政
府
が
前
述
し
た
改
革
に
本

気
で
取
り
組
ん
で
い
る
と
は
い
え
な
い
。

　

ま
た
、社
会
保
障
の
あ
り
方
で
は
「
自
助
」「
公

助
」「
共
助
」
の
役
割
と
範
囲
を
改
め
て
見
直
す

ほ
か
、
公
平
性
の
視
点
が
重
要
で
あ
る
。
医
療

保
険
の
窓
口
負
担
や
介
護
保
険
の
利
用
者
負
担

な
ど
の
本
人
負
担
に
つ
い
て
は
、
高
齢
者
に
お

い
て
も
負
担
能
力
に
応
じ
た
公
平
な
負
担
を
原

則
と
す
る
必
要
が
あ
る
。

　

本
年
が
２
年
に
一
度
の
改
定
年
に
あ
た
っ
た

診
療
報
酬
で
は
、
期
待
さ
れ
た
「
本
体
」（
医
師

の
人
件
費
等
）
引
き
下
げ
が
逆
に
引
き
上
げ
と

な
り
、そ
れ
を
「
薬
価
」
引
き
下
げ
で
カ
バ
ー
し
、

全
体
と
し
て
は
引
き
下
げ
る
と
い
う
従
来
手
法

で
お
茶
を
濁
し
た
。
こ
れ
で
は
見
せ
か
け
の
改

革
と
い
わ
れ
て
も
仕
方
あ
る
ま
い
。

　

コ
ロ
ナ
禍
で
表
面
化
し
た
急
性
期
医
療
の
脆
弱

さ
も
診
療
報
酬
と
無
関
係
で
は
な
い
。
診
療
報
酬

は
不
足
す
る
感
染
症
な
ど
の
専
門
医
を
含
む
病
院

の
勤
務
医
と
開
業
医
の
医
療
行
為
の
点
数
配
分
が

同
じ
で
あ
り
、
激
務
の
分
野
は
ど
う
し
て
も
敬
遠

さ
れ
が
ち
と
さ
れ
る
。
都
市
と
地
方
や
診
療
科
に

よ
っ
て
医
師
が
偏
在
し
て
い
る
の
も
報
酬
の
配
分

に
問
題
が
あ
る
か
ら
と
い
わ
れ
る
。

　

さ
ら
に
、
開
業
地
域
も
診
療
科
に
も
規
制
が

な
い
我
が
国
独
特
な
自
由
開
業
制
度
が
こ
う
し

た
偏
在
傾
向
を
助
長
し
て
い
る
こ
と
に
目
を
向

け
る
べ
き
で
あ
る
。
欧
米
で
は
何
ら
か
の
規
制

を
行
っ
て
お
り
、
例
え
ば
ド
イ
ツ
に
は
開
業
地

域
や
診
療
科
ご
と
に
医
師
の
定
員
を
設
け
る
人

的
規
制
が
あ
る
。
診
療
報
酬
が
税
金
と
保
険
料

を
原
資
と
し
て
い
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
行
政

が
厳
し
く
管
理
す
る
の
は
当
然
と
も
い
え
る
。

規
制
す
べ
き
と
こ
ろ
は
規
制
し
、
緩
和
す
べ
き

と
こ
ろ
は
緩
和
す
る
。
そ
れ
が
真
の
改
革
で
あ

る
。
今
後
も
発
生
す
る
で
あ
ろ
う
パ
ン
デ
ミ
ッ

ク
に
備
え
る
た
め
に
も
、
抜
本
的
な
医
療
制
度

改
革
に
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
。

⑴
年
金
に
つ
い
て
は
、「
マ
ク
ロ
経
済
ス
ラ
イ
ド 

　

の
厳
格
対
応
」、「
支
給
開
始
年
齢
の
引
き
上 

　

げ
」、「
高
所
得
高
齢
者
の
基
礎
年
金
国
庫
負 

　

担
相
当
分
の
年
金
給
付
削
減
」
等
、
抜
本
的 

　

な
施
策
を
実
施
す
べ
き
で
あ
る
。

⑵
医
療
は
産
業
政
策
的
に
成
長
分
野
と
位
置
付 

　

け
、
デ
ジ
タ
ル
化
対
応
な
ど
大
胆
な
規
制
改 

　

革
を
行
う
必
要
が
あ
る
。
給
付
の
急
増
抑
制 

　

や
都
市
と
地
方
、
診
療
科
間
の
公
平
性
を
確 

　

保
す
る
た
め
に
診
療
報
酬
（
本
体
）
の
配
分 

　

等
を
見
直
す
と
と
も
に
、
政
府
の
新
目
標
で
あ 

　

る
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
の
普
及
率
「
全
て
の
都
道
府 

　

県
で
80
％
以
上
」
を
達
成
す
る
必
要
が
あ
る
。

⑶
介
護
保
険
に
つ
い
て
は
、
制
度
の
持
続
性
を 

　

高
め
る
た
め
に
真
に
介
護
が
必
要
な
者
と
そ 

　

う
で
な
い
者
と
に
メ
リ
ハ
リ
を
つ
け
、
公
平 

　

性
の
視
点
か
ら
給
付
及
び
負
担
の
あ
り
方
を 

　

見
直
す
べ
き
で
あ
る
。

⑷
生
活
保
護
に
つ
い
て
は
、
給
付
水
準
の
あ
り 

　

方
な
ど
を
見
直
す
と
と
も
に
、
不
正
受
給
の 

　

防
止
な
ど
さ
ら
な
る
厳
格
な
運
用
が
不
可
欠 

　

で
あ
る
。

⑸
少
子
化
対
策
で
は
、
現
金
給
付
よ
り
保
育
所 

　

や
学
童
保
育
等
を
整
備
す
る
な
ど
の
現
物
給 

　

付
に
重
点
を
置
く
べ
き
で
あ
る
。
そ
の
際
、 

　

企
業
も
積
極
的
に
子
育
て
支
援
に
関
与
で
き 

　

る
よ
う
、
企
業
主
導
型
保
育
事
業
の
さ
ら
な 

　

る
活
用
に
向
け
て
検
討
す
る
。

　

ま
た
、
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
等
の
取
り
組 

　

み
を
着
実
に
推
進
す
る
た
め
に
は
安
定
財
源 

　

を
確
保
す
る
必
要
が
あ
る
。

⑹
中
小
企
業
の
厳
し
い
経
営
実
態
を
踏
ま
え
、 

　

企
業
へ
の
過
度
な
保
険
料
負
担
を
抑
え
、
経 

　

済
成
長
を
阻
害
し
な
い
よ
う
な
社
会
保
障
制 

　

度
の
確
立
が
求
め
ら
れ
る
。

　

ま
た
、
配
偶
者
控
除
等
の
税
の
問
題
や
年
金 

　

等
の
社
会
保
障
の
問
題
は
就
労
調
整
が
行
わ 

　

れ
る
一
つ
の
要
因
と
な
っ
て
お
り
、
人
手
不 

　

足
で
悩
む
中
小
企
業
に
と
っ
て
深
刻
な
問
題 

　

で
あ
る
。
女
性
の
就
労
を
支
援
す
る
た
め
に 

　

も
、
税
と
社
会
保
障
の
問
題
を
一
括
し
て
議 

　

論
す
べ
き
で
あ
る
。

３
．
行
政
改
革
の
徹
底

　

国
民
が
コ
ロ
ナ
禍
に
苦
し
ん
で
き
た
な
か
で
、

依
然
と
し
て
国
民
感
情
を
逆
な
で
す
る
よ
う
な

政
治
や
行
政
の
問
題
が
続
出
し
て
い
る
。
キ
ャ

リ
ア
官
僚
に
よ
る
給
付
金
詐
欺
や
国
会
議
員
の

文
書
通
信
交
通
滞
在
費
問
題
な
ど
で
あ
る
。
文

通
費
は
一
人
月
額
１
０
０
万
円
が
無
条
件
で
支

給
さ
れ
て
き
た
も
の
で
、
世
論
の
批
判
を
受
け

て
日
割
り
制
に
し
た
が
、
使
途
の
透
明
性
が
確

保
さ
れ
な
い
な
ど
、
改
革
は
お
手
盛
り
的
に
終

わ
っ
た
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

　

昨
年
の
デ
ジ
タ
ル
庁
、
来
年
４
月
の
「
こ
ど

も
家
庭
庁
」
な
ど
官
庁
の
創
設
が
目
立
っ
て
い

る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
も
行
革
の
視
点
か
ら
注

文
を
つ
け
て
お
き
た
い
。

　

我
が
国
の
デ
ジ
タ
ル
化
の
推
進
は
官
民
共
に
重

要
な
課
題
で
あ
る
。
コ
ロ
ナ
禍
で
表
面
化
し
た
政

府
と
地
方
間
、
省
庁
間
、
さ
ら
に
行
政
と
国
民
の

間
で
の
意
思
疎
通
の
欠
如
や
情
報
共
有
の
混
乱
な

ど
も
、
デ
ジ
タ
ル
化
の
立
ち
遅
れ
が
大
き
な
理
由

と
い
わ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
問
題
に
対
応
す
る

に
は
縦
割
り
組
織
を
横
ぐ
し
に
刺
す
形
の
デ
ジ
タ

ル
庁
の
存
在
は
必
要
で
あ
ろ
う
が
、
こ
の
組
織
を

機
能
さ
せ
る
の
は
容
易
で
は
な
く
政
治
の
強
力
な

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
が
求
め
ら
れ
る
。「
こ
ど
も
家

庭
庁
」
も
省
庁
間
の
縦
割
り
を
排
し
一
元
的
に
こ

ど
も
と
家
庭
の
問
題
を
扱
う
と
い
う
が
、
肝
心

の
「
幼
保
一
元
化
」
問
題
に
は
後
ろ
向
き
で
あ
る
。

ま
た
、
必
要
な
安
定
財
源
の
確
保
策
に
つ
い
て
も

明
確
で
は
な
い
。

　

官
僚
組
織
は
常
に
肥
大
化
す
る
習
性
が
あ
る

と
い
わ
れ
る
。
新
官
庁
が
機
能
せ
ず
た
だ
屋
上

屋
を
重
ね
る
だ
け
で
は
大
き
な
政
府
に
道
を
開

く
こ
と
に
な
る
。
国
民
の
厳
し
い
チ
ェ
ッ
ク
が

必
要
で
あ
る
。

　

そ
し
て
、
行
政
改
革
を
徹
底
す
る
に
当
た
っ

て
は
、
地
方
を
含
め
た
政
府
・
議
会
が
「
ま
ず

隗
よ
り
始
め
よ
」
の
精
神
に
基
づ
き
自
ら
身
を

削
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
以
下
の
諸
施
策
に

つ
い
て
、
直
ち
に
明
確
な
期
限
と
数
値
目
標
を

定
め
て
改
革
を
断
行
す
る
よ
う
強
く
求
め
る
。

⑴
国･

地
方
に
お
け
る
議
員
定
数
の
大
胆
な
削 

　

減
、
歳
費
の
抑
制
。

⑵
厳
し
い
財
政
状
況
を
踏
ま
え
、
国
・
地
方
公 

　

務
員
の
人
員
削
減
と
、
能
力
を
重
視
し
た
賃 

　

金
体
系
に
よ
る
人
件
費
の
抑
制
。

⑶
特
別
会
計
と
独
立
行
政
法
人
の
無
駄
の
削
減
。

⑷
積
極
的
な
民
間
活
力
導
入
を
行
い
成
長
に
つ 

　

な
げ
る
。

４
．
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
に
つ
い
て

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
は
、
す
で
に
運
用
を
開

始
し
て
い
る
が
、
未
だ
国
民
や
事
業
者
が
正
し

く
制
度
を
理
解
し
て
い
る
と
は
言
い
難
い
。
そ

れ
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
低
い
普
及
率
な

ど
に
表
れ
て
い
る
。
コ
ロ
ナ
禍
の
混
乱
が
同
カ
ー

ド
を
利
用
し
た
デ
ジ
タ
ル
対
応
を
で
き
な
か
っ

た
結
果
に
よ
る
と
い
う
点
を
踏
ま
え
、
政
府
は

制
度
の
意
義
の
周
知
に
努
め
、
そ
の
定
着
に
向

け
本
腰
を
入
れ
て
取
り
組
ん
で
い
く
必
要
が
あ

る
。
そ
れ
に
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
利
便

性
を
い
か
に
高
め
身
近
な
制
度
に
す
る
か
が
重

要
で
あ
る
。
そ
の
最
も
有
効
な
手
段
は
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
健
康
保
険
証
利
用
と
い
わ
れ

る
。「
骨
太
の
方
針
２
０
２
２
」
で
は
、
令
和
６

年
度
中
を
目
途
に
保
険
証
利
用
に
つ
い
て
選
択

制
を
導
入
し
、
さ
ら
に
は
保
険
証
の
原
則
廃
止

を
目
指
す
こ
と
と
し
て
い
る
。
ま
ず
は
こ
れ
を

着
実
に
実
行
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。

　

ま
た
、
各
種
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
手
続
き
を
ワ
ン

ス
ト
ッ
プ
化
、
さ
ら
に
、
ｅ
―
Ｔ
ａ
ｘ
や
ｅ
Ｌ
Ｔ

Ａ
Ｘ
を
利
用
し
た
場
合
の
申
告
納
税
手
続
き
の
簡

素
化
や
各
種
手
当
等
の
申
請
手
続
き
の
簡
略
化
も

カ
ー
ド
普
及
に
有
効
で
あ
る
。
制
度
の
運
用
に
当

た
っ
て
は
、年
金
情
報
流
出
問
題
な
ど
を
踏
ま
え
、

個
人
情
報
の
漏
洩
、
第
三
者
の
悪
用
を
防
ぐ
た
め

の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
な
ど
、
制
度
の
適
切
な
運
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用
が
担
保
さ
れ
る
措
置
を
講
じ
る
と
と
も
に
、
コ

ス
ト
意
識
を
徹
底
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
今

後
の
最
重
要
課
題
は
社
会
保
障
と
税
、
災
害
対
策

と
な
っ
て
い
る
現
在
の
利
用
範
囲
を
ど
こ
ま
で
広

げ
る
か
で
あ
る
。
先
進
国
の
例
も
参
考
に
広
範
な

国
民
的
議
論
が
必
要
で
あ
る
。

５
．
今
後
の
税
制
改
革
の
あ
り
方

　

今
後
の
税
制
改
革
に
当
た
っ
て
は
、
①
経
済

の
持
続
的
成
長
と
雇
用
の
創
出
②
少
子
高
齢
化

や
人
口
減
少
社
会
の
急
進
展
③
デ
ジ
タ
ル
化
や

働
き
方
の
多
様
化
④
グ
ロ
ー
バ
ル
競
争
と
そ
れ

が
も
た
ら
す
所
得
格
差
な
ど
、
経
済
社
会
の
大

き
な
構
造
変
化
⑤
国
際
間
の
経
済
取
引
の
増
大

や
多
様
化
、
諸
外
国
の
租
税
政
策
等
と
の
国
際

的
整
合
性
な
ど
に
ど
う
対
応
す
る
か
と
い
う
視

点
等
を
踏
ま
え
、
税
制
全
体
を
抜
本
的
に
見
直

し
て
い
く
こ
と
が
重
要
な
課
題
で
あ
る
。

Ⅱ
．
経
済
活
性
化
と
中
小
企
業
対
策

　

我
が
国
経
済
に
甚
大
な
打
撃
を
与
え
た
コ
ロ

ナ
禍
は
最
悪
期
を
脱
し
、
コ
ロ
ナ
と
の
共
生
段

階
に
入
っ
た
と
さ
れ
る
。
す
で
に
米
欧
は
社
会

経
済
活
動
を
本
格
再
開
し
た
が
、
そ
の
副
作
用

と
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
の
影
響
に
よ
り
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
や
原
材
料
を
中
心
と
し
た
急
激
な

物
価
上
昇
に
見
舞
わ
れ
、
我
が
国
も
そ
の
流
れ

に
飲
み
込
ま
れ
た
。

　

ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
で
数
少
な
い
成
功
例
と
い
わ

れ
る
「
円
安
・
株
高
」
の
構
図
も
、
日
米
金
利

差
に
よ
る
急
激
な
円
安
が
輸
入
物
価
の
上
昇
を

助
長
す
る
と
い
う
デ
メ
リ
ッ
ト
に
転
じ
た
。
し

か
し
、
米
国
と
違
っ
て
景
気
が
低
迷
す
る
我
が

国
は
長
期
金
利
を
０
％
程
度
に
抑
え
る
政
策
を

転
換
で
き
な
い
ジ
レ
ン
マ
に
陥
っ
た
。

　

こ
う
し
た
中
で
岸
田
政
権
は
「
成
長
と
分
配
の

好
循
環
」
と
い
う
「
新
し
い
資
本
主
義
」
を
打
ち

出
し
、
そ
の
具
体
的
政
策
と
し
て
「
人
へ
の
投

資
」
や
「
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
」「
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ

ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
」「
グ
リ
ー
ン
ト
ラ
ン

ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
」
へ
の
投
資
な
ど
、
社
会

課
題
の
解
決
を
成
長
の
エ
ン
ジ
ン
に
転
化
す
る
方

針
を
掲
げ
た
。そ
の
方
向
性
は
是
と
す
る
も
の
の
、

従
来
政
策
に
手
を
加
え
た
だ
け
の
も
の
も
少
な
く

な
く
説
得
力
に
欠
け
る
印
象
が
強
い
。

　

ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
で
中
途
半
端
に
終
わ
っ
た
農
業

や
医
療
分
野
な
ど
い
わ
ゆ
る
岩
盤
規
制
の
改
革
に

取
り
組
む
姿
勢
も
見
ら
れ
な
い
し
、
資
産
所
得
倍

増
構
想
も
Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ａ
の
活
用
な
ど
で
は
力
不
足
で

あ
ろ
う
。
積
み
あ
が
っ
た
企
業
の
膨
大
な
内
部
留

保
を
投
資
や
賃
上
げ
、
配
当
に
ど
う
向
か
わ
せ
る

か
と
い
う
近
年
の
宿
題
も
残
っ
た
ま
ま
で
あ
る
。

　

一
方
、
覇
権
主
義
的
動
き
を
強
め
る
中
国
を
念

頭
に
置
い
た
「
経
済
安
全
保
障
」
を
、
よ
り
前
面

に
打
ち
出
し
た
こ
と
は
注
目
に
値
す
る
。
防
衛
力

の
抜
本
強
化
に
つ
い
て
は
財
政
と
の
関
連
で
触
れ

た
が
、
経
済
安
保
は
先
端
技
術
の
流
出
防
止
や
半

導
体
な
ど
戦
略
物
資
の
供
給
網
強
靭
化
を
目
的
と

し
て
い
る
。
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
と
こ
れ

に
伴
う
対
ロ
経
済
制
裁
の
よ
う
な
事
態
が
、
ア
ジ

ア
で
も
生
じ
か
ね
な
い
と
い
う
強
い
懸
念
が
あ
る

か
ら
で
あ
ろ
う
。
米
国
主
導
で
我
が
国
も
主
要
参

加
国
と
な
っ
た
イ
ン
ド
太
平
洋
を
対
象
と
す
る
緩

や
か
な
経
済
連
携
を
目
的
と
し
た
Ｉ
Ｐ
Ｅ
Ｆ
も
、

実
態
は
対
中
経
済
安
保
で
あ
る
。
経
済
界
も
こ
う

し
た
国
際
的
パ
ラ
ダ
イ
ム
変
化
に
対
応
し
て
行
か

ね
ば
な
る
ま
い
。

　

指
摘
し
た
よ
う
に
、
我
が
国
の
社
会
経
済
活
動

は
よ
う
や
く
コ
ロ
ナ
と
の
共
生
段
階
に
入
っ
た

が
、
欧
米
の
よ
う
に
本
格
化
は
し
て
い
な
い
。
こ

の
た
め
、
業
種
に
よ
っ
て
は
依
然
と
し
て
苦
境
か

ら
脱
出
で
き
な
い
で
い
る
企
業
も
多
い
。
政
府
に

は
モ
ラ
ル
ハ
ザ
ー
ド
が
生
じ
な
い
よ
う
十
分
に
注

意
し
つ
つ
実
効
性
あ
る
対
応
が
求
め
ら
れ
る
。

１
．
中
小
企
業
の
活
性
化
に
資
す
る
税
制
措
置

　

中
小
企
業
は
地
域
経
済
の
担
い
手
で
あ
る
だ
け

で
は
な
く
、
我
が
国
経
済
の
礎
で
あ
る
。
コ
ロ
ナ

禍
の
影
響
が
依
然
残
っ
て
い
る
だ
け
で
な
く
、
エ

ネ
ル
ギ
ー
や
原
材
料
価
格
の
上
昇
な
ど
が
重
な

り
、経
営
環
境
は
一
段
と
厳
し
さ
を
増
し
て
い
る
。

中
に
は
廃
業
に
追
い
込
ま
れ
る
例
も
珍
し
く
な

い
。
そ
う
し
た
中
で
求
め
ら
れ
る
の
は
、
健
全
な

経
営
に
取
り
組
ん
で
い
る
企
業
が
、
持
て
る
能
力

を
十
分
に
発
揮
で
き
る
よ
う
な
税
制
の
確
立
で
あ

る
。
ま
た
、
政
府
と
自
治
体
は
コ
ロ
ナ
禍
へ
の
懸

念
が
再
燃
す
る
ケ
ー
ス
も
想
定
し
、
実
効
性
の
あ

る
対
策
を
準
備
し
て
お
く
こ
と
も
必
要
で
あ
る
。

⑴
法
人
税
率
の
軽
減
措
置

　

中
小
法
人
に
適
用
さ
れ
る
軽
減
税
率
の
特
例 

　

15
％
を
本
則
化
す
べ
き
で
あ
る
。
ま
た
、
昭
和 

　

56
年
以
来
、
８
０
０
万
円
以
下
に
据
え
置
か 

　

れ
て
い
る
軽
減
税
率
の
適
用
所
得
金
額
を
、 

　

少
な
く
と
も
１
、６
０
０
万
円
程
度
に
引
き
上 

　

げ
る
。
な
お
、
本
制
度
は
令
和
５
年
３
月
末 

　

日
が
適
用
期
限
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、 

　

直
ち
に
本
則
化
す
る
こ
と
が
困
難
な
場
合
は 

　

適
用
期
限
を
延
長
す
る
。

⑵
中
小
企
業
の
技
術
革
新
な
ど
経
済
活
性
化
に 

　

資
す
る
措
置

　

租
税
特
別
措
置
に
つ
い
て
は
、
公
平
性
・
簡
素 

　

化
の
観
点
か
ら
、
政
策
目
的
を
達
し
た
も
の
は 

　

廃
止
を
含
め
て
整
理
合
理
化
を
行
う
必
要
は
あ 

　

る
が
、
中
小
企
業
の
技
術
革
新
な
ど
経
済
活
性 

　

化
に
資
す
る
措
置
は
、
以
下
の
と
お
り
制
度
を 

　

拡
充
し
た
う
え
で
本
則
化
す
べ
き
で
あ
る
。

　

①
中
小
企
業
投
資
促
進
税
制
に
つ
い
て
は
、 

　
　

対
象
設
備
を
拡
充
し
た
う
え
、「
中
古
設
備
」 

　
　

を
含
め
る
。
な
お
、
そ
れ
が
直
ち
に
困
難 

　
　

な
場
合
は
、
令
和
５
年
３
月
末
日
と
な
っ 

　
　

て
い
る
適
用
期
限
を
延
長
す
る
。

　

②
少
額
減
価
償
却
資
産
の
取
得
価
額
の
損
金 

　
　

算
入
の
特
例
措
置
に
つ
い
て
は
、
損
金
算 

　
　

入
額
の
上
限
（
合
計
３
０
０
万
円
）
を
撤 

　
　

廃
し
全
額
を
損
金
算
入
と
す
る
。

⑶
中
小
企
業
等
の
設
備
投
資
支
援
措
置

　

中
小
企
業
経
営
強
化
税
制
（
中
小
企
業
等
経 

　

営
強
化
法
）
や
、
中
小
企
業
が
取
得
す
る
償 

　

却
資
産
に
係
る
固
定
資
産
税
の
特
例
（
先
端 

　

設
備
等
導
入
制
度
）
等
を
適
用
す
る
に
当
た
っ 

　

て
は
、
手
続
き
を
簡
素
化
す
る
と
と
も
に
、 

　

事
業
年
度
末
（
賦
課
期
日
）
が
迫
っ
た
申
請 

　

や
認
定
に
つ
い
て
弾
力
的
に
対
処
す
る
。

　

な
お
、「
中
小
企
業
経
営
強
化
税
制
」「
固
定 

　

資
産
税
の
特
例
」「
中
小
企
業
防
災
・
減
災
投 

　

資
促
進
税
制
」「
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー 

　

メ
ー
シ
ョ
ン
投
資
促
進
税
制
」
は
、
令
和
５ 

　

年
３
月
末
日
が
適
用
期
限
と
な
っ
て
い
る
こ 

　

と
か
ら
、
適
用
期
限
を
延
長
す
る
。

２
．
事
業
承
継
税
制
の
拡
充

　

我
が
国
企
業
の
大
半
を
占
め
る
中
小
企
業
は
、

地
域
経
済
の
活
性
化
や
雇
用
の
確
保
な
ど
に
大

き
く
貢
献
し
て
い
る
。
中
小
企
業
が
相
続
税
の

負
担
等
に
よ
っ
て
事
業
が
承
継
で
き
な
く
な
れ

ば
、
経
済
社
会
の
根
幹
が
揺
ら
ぐ
こ
と
に
な
る
。

平
成
30
年
度
の
税
制
改
正
で
は
比
較
的
大
き
な

見
直
し
が
行
わ
れ
た
が
、
さ
ら
な
る
抜
本
的
な

対
応
が
必
要
と
考
え
る
。

⑴
事
業
用
資
産
を
一
般
資
産
と
切
り
離
し
た
本 

　

格
的
な
事
業
承
継
税
制
の
創
設

　

我
が
国
の
納
税
猶
予
制
度
は
、
欧
州
主
要
国 

　

と
比
較
す
る
と
限
定
的
な
措
置
に
と
ど
ま
っ 

　

て
お
り
、
欧
州
並
み
の
本
格
的
な
事
業
承
継 

　

税
制
が
必
要
で
あ
る
。
と
く
に
、
事
業
継
続 

　

に
資
す
る
相
続
に
つ
い
て
は
、
事
業
従
事
を 

　

条
件
と
し
て
他
の
一
般
資
産
と
切
り
離
し
、 

　

非
上
場
株
式
を
含
め
て
事
業
用
資
産
へ
の
課 

　

税
を
軽
減
あ
る
い
は
免
除
す
る
制
度
の
創
設 

　

が
求
め
ら
れ
る
。

⑵
相
続
税
、
贈
与
税
の
納
税
猶
予
制
度
の
充
実

　

平
成
30
年
度
税
制
改
正
で
は
、
中
小
企
業
の
代 

　

替
わ
り
を
促
進
す
る
た
め
、
10
年
間
の
特
例
措 

　

置
と
し
て
同
制
度
の
拡
充
が
行
わ
れ
た
こ
と
は 

　

評
価
で
き
る
が
、
事
業
承
継
が
よ
り
円
滑
に
実 

　

施
で
き
る
よ
う
以
下
の
措
置
を
求
め
る
。

　

①
猶
予
制
度
で
は
な
く
免
除
制
度
に
改
め
る
。

　

②
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
な
ど
を
考
慮
す
る
と
、 

　
　

よ
り
一
層
、
平
成
29
年
以
前
の
制
度
適
用 

　
　

者
に
対
し
て
も
要
件
を
緩
和
す
る
な
ど
配 

　
　

慮
す
べ
き
で
あ
る
。

　

③
国
は
円
滑
な
事
業
承
継
が
図
ら
れ
る
よ
う
、 

　
　

経
営
者
に
向
け
た
制
度
周
知
に
努
め
る
必 

　
　

要
が
あ
る
。

⑶
取
引
相
場
の
な
い
株
式
の
評
価
の
見
直
し

　

取
引
相
場
の
な
い
株
式
の
評
価
に
つ
い
て
は
、 

　

企
業
規
模
や
業
種
に
よ
っ
て
多
様
で
あ
る
が
、 

　

企
業
価
値
を
高
め
る
ほ
ど
株
価
が
上
昇
し
、 

　

税
負
担
が
増
大
す
る
可
能
性
が
あ
る
な
ど
、 

　

円
滑
な
事
業
承
継
を
阻
害
し
て
い
る
こ
と
が 

　

指
摘
さ
れ
て
い
る
。
取
引
相
場
の
な
い
株
式 

　

は
換
金
性
に
乏
し
い
こ
と
を
考
慮
し
、
評
価 

　

の
あ
り
方
を
見
直
す
必
要
が
あ
る
。

３
．
消
費
税
へ
の
対
応

　

消
費
税
は
社
会
保
障
の
安
定
財
源
確
保
と
財

政
健
全
化
に
欠
か
せ
な
い
が
、
軽
減
税
率
制
度

は
事
業
者
の
事
務
負
担
が
大
き
い
う
え
、
税
制

の
簡
素
化
、
税
務
執
行
コ
ス
ト
お
よ
び
税
収
確

保
な
ど
の
観
点
か
ら
問
題
が
多
い
。
こ
の
た
め
、
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か
ね
て
か
ら
税
率
10
％
程
度
ま
で
は
単
一
税
率

が
望
ま
し
く
、
低
所
得
者
対
策
は
「
簡
素
な
給

付
措
置
」
の
見
直
し
で
対
応
す
る
の
が
適
当
で

あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
き
た
。
政
府
は
、
国
民

や
事
業
者
へ
の
影
響
、
低
所
得
者
対
策
の
効
果

等
を
検
証
し
、
問
題
が
あ
れ
ば
同
制
度
の
是
非

を
含
め
て
見
直
し
が
必
要
で
あ
る
。

⑴
令
和
５
年
10
月
か
ら
導
入
さ
れ
る
「
イ
ン
ボ
イ 

　

ス
制
度
」
に
つ
い
て
、
す
で
に
「
イ
ン
ボ
イ
ス 

　

発
行
事
業
者
」
の
登
録
申
請
が
は
じ
ま
っ
て
い 

　

る
も
の
の
、
事
業
者
の
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
に
対 

　

す
る
理
解
が
十
分
に
深
ま
っ
て
い
る
と
は
言
い 

　

難
い
。
さ
ら
に
、
新
型
コ
ロ
ナ
は
小
規
模
事
業 

　

者
等
の
事
業
継
続
に
大
き
な
困
難
を
も
た
ら
し 

　

た
。
こ
れ
ら
事
業
者
が
事
務
負
担
増
や
取
引
か 

　

ら
排
除
等
の
理
由
に
よ
り
休
廃
業
に
追
い
込
ま 

　

れ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
当
面
は
現
行
の
「
区 

　

分
記
載
請
求
書
等
保
存
方
式
」
の
維
持
、
ま
た 

　

は
免
税
事
業
者
か
ら
の
仕
入
税
額
相
当
額
の
８ 

　

割
を
控
除
で
き
る
経
過
措
置
を
当
分
の
間
維
持 

　

す
る
な
ど
、
弾
力
的
に
対
応
す
べ
き
で
あ
る
。

⑵
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
を
実
施
す
る
の
で
あ
れ
ば
、 

　

国
は
事
業
者
に
混
乱
が
生
じ
な
い
よ
う
制
度
の 

　

周
知
を
徹
底
す
る
と
と
も
に
、
事
務
負
担
が
軽 

　

減
す
る
よ
う
な
環
境
整
備
が
必
要
で
あ
る
。
ま 

　

た
、
課
税
事
業
者
が
免
税
事
業
者
と
取
引
を
行 

　

う
に
際
し
、
取
引
価
格
の
引
下
げ
や
取
引
の
停 

　

止
な
ど
の
不
利
益
を
与
え
な
い
よ
う
、
実
効
性 

　

の
高
い
対
策
を
と
る
べ
き
で
あ
る
。

⑶
消
費
税
の
滞
納
防
止
は
税
率
の
引
き
上
げ
に 

　

伴
っ
て
よ
り
重
要
な
課
題
と
な
っ
て
い
る
。 

　

消
費
税
の
制
度
、
執
行
面
に
お
い
て
さ
ら
な 

　

る
対
策
を
講
じ
る
必
要
が
あ
る
。

⑷
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
や
電
子
帳
簿
保
存
法
の
改 

　

正
に
よ
る
電
子
デ
ー
タ
保
存
の
義
務
化
に
対 

　

応
す
る
な
ど
、
事
業
者
の
事
務
負
担
、
納
税 

　

協
力
コ
ス
ト
は
年
々
増
加
し
て
い
る
。
特
に 

　

電
子
デ
ー
タ
保
存
の
義
務
化
に
つ
い
て
は
、 

　

全
て
の
事
業
者
が
対
象
と
な
っ
て
お
り
影
響 

　

は
大
き
い
。
シ
ス
テ
ム
改
修
や
従
業
員
教
育 

　

な
ど
、
事
務
負
担
が
増
大
す
る
中
小
企
業
に 

　

対
し
て
特
段
の
配
慮
が
求
め
ら
れ
る
。

Ⅲ
．
地
方
の
あ
り
方

　

今
般
の
コ
ロ
ナ
禍
は
国
と
地
方
の
役
割
分
担

の
曖
昧
さ
だ
け
で
な
く
、
自
治
体
と
診
療
所
を

含
む
医
療
機
関
の
間
で
の
意
思
疎
通
不
足
を
表

面
化
さ
せ
、
こ
れ
に
よ
る
混
乱
は
現
在
も
尾
を

ひ
い
て
い
る
。
医
療
制
度
の
抜
本
改
革
の
必
要

性
に
つ
い
て
は
前
述
し
た
が
、
現
行
制
度
下
で

も
病
院
間
の
役
割
分
担
や
広
域
的
な
救
急
医
療

な
ど
自
治
体
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
で
解
決
で
き

る
問
題
は
少
な
く
な
い
。
要
は
行
政
と
医
療
機

関
の
や
る
気
な
の
で
あ
る
。

　

コ
ロ
ナ
禍
は
ま
た
、
東
京
一
極
集
中
の
リ
ス
ク

も
浮
き
彫
り
に
し
、
テ
レ
ワ
ー
ク
の
拡
大
等
に
よ

り
地
方
へ
の
転
出
が
増
加
す
る
傾
向
も
見
ら
れ

た
。
し
か
し
、
そ
の
規
模
は
極
め
て
小
さ
く
地
方

活
性
化
の
原
動
力
に
は
な
り
得
ま
い
。
や
は
り
、

地
方
自
身
が
そ
れ
ぞ
れ
の
特
色
や
強
み
を
い
か
し

た
活
性
化
戦
略
を
構
築
し
、
地
域
の
民
間
の
知
恵

と
工
夫
に
よ
り
、
新
た
な
地
場
技
術
や
ビ
ジ
ネ
ス

手
法
を
開
発
し
て
い
く
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
る
。

　

そ
の
際
に
最
も
重
要
な
の
は
、
地
方
が
自
立
・

自
助
の
精
神
を
理
念
と
し
、
自
ら
の
責
任
で
必
要

な
安
定
財
源
の
確
保
や
行
政
改
革
を
企
画
・
立
案

し
実
行
し
て
い
く
こ
と
で
あ
る
。
コ
ロ
ナ
対
応
で

も
そ
う
だ
っ
た
が
、
地
方
よ
り
は
る
か
に
財
政
が

悪
化
し
て
い
る
国
に
多
く
の
財
源
を
依
存
し
て
い

る
よ
う
な
体
質
で
は
、い
つ
ま
で
た
っ
て
も
自
立
・

自
助
の
精
神
は
確
立
で
き
な
い
。

　
「
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
」
に
つ
い
て
は
、
昨
年

度
の
納
税
が
約
８
、３
０
２
億
円
と
過
去
最
高
を

記
録
し
た
こ
と
も
あ
り
、
地
方
活
性
化
と
財
源

確
保
の
切
り
札
で
あ
る
か
の
よ
う
な
議
論
が
あ

る
。
し
か
し
、
こ
れ
は
過
度
な
返
礼
品
競
争
が

依
然
と
し
て
続
い
て
い
る
結
果
と
い
わ
れ
て
お

り
、
本
来
の
地
方
活
性
化
策
で
あ
る
新
た
な
地

場
技
術
や
独
自
の
ビ
ジ
ネ
ス
手
法
の
開
発
と
は

乖
離
し
た
安
易
な
手
法
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

　

そ
も
そ
も
住
民
税
は
あ
く
ま
で
居
住
自
治
体

の
会
費
で
あ
り
、
他
の
自
治
体
に
寄
付
の
形
で

納
税
す
る
こ
と
は
地
方
税
の
原
則
に
そ
ぐ
わ
な

い
と
さ
れ
る
。
少
な
く
と
も
納
税
先
を
納
税
者

の
出
身
自
治
体
に
限
定
す
る
な
ど
、
抜
本
的
な

見
直
し
が
必
要
で
あ
る
。

⑴
地
方
創
生
で
は
、
さ
ら
な
る
税
制
上
の
施
策 

　

に
よ
る
本
社
機
能
移
転
の
促
進
、
地
元
の
特 

　

性
に
根
差
し
た
技
術
の
活
用
、
地
元
大
学
と 

　

の
連
携
な
ど
に
よ
る
技
術
集
積
づ
く
り
や
人 

　

材
の
育
成
等
、
実
効
性
の
あ
る
改
革
を
大
胆 

　

に
行
う
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、
中
小
企
業
の 

　

事
業
承
継
の
問
題
は
地
方
創
生
戦
略
と
の
関 

　

係
か
ら
も
重
要
と
認
識
す
べ
き
で
あ
る
。

⑵
広
域
行
政
に
よ
る
効
率
化
や
危
機
対
応
に
つ 

　

い
て
早
急
か
つ
具
体
的
な
検
討
を
行
う
べ
き 

　

で
あ
る
。
基
礎
自
治
体
（
人
口
30
万
人
程
度
） 

　

の
拡
充
を
図
る
た
め
、
さ
ら
な
る
市
町
村
合 

　

併
を
推
進
し
、
合
併
メ
リ
ッ
ト
を
追
求
す
る 

　

必
要
が
あ
る
。

⑶
国
に
比
べ
て
身
近
で
小
規
模
な
事
業
が
多
い 

　

地
方
の
行
財
政
改
革
に
は
、「
事
業
仕
分
け
」 

　

の
よ
う
な
民
間
の
チ
ェ
ッ
ク
機
能
を
活
か
し 

　

た
手
法
が
有
効
で
あ
り
、
各
自
治
体
に
お
い 

　

て
も
広
く
導
入
す
べ
き
で
あ
る
。

⑷
地
方
公
務
員
給
与
は
近
年
、
国
家
公
務
員
給
与 

　

と
比
べ
た
ラ
ス
パ
イ
レ
ス
指
数
（
全
国
平
均 

　

ベ
ー
ス
）が
改
善
せ
ず
に
高
止
ま
り
し
て
お
り
、 

　

適
正
な
水
準
に
是
正
す
る
必
要
が
あ
る
。
そ 

　

の
た
め
に
は
国
家
公
務
員
に
準
拠
す
る
の
で
は 

　

な
く
、
地
域
の
民
間
企
業
の
実
態
に
準
拠
し
た 

　

給
与
体
系
に
見
直
す
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

⑸
地
方
議
会
は
大
胆
に
ス
リ
ム
化
す
る
と
と
も 

　

に
、
よ
り
納
税
者
の
視
点
に
立
っ
て
行
政
に 

　

対
す
る
チ
ェ
ッ
ク
機
能
を
果
た
す
べ
き
で
あ 

　

る
。
ま
た
、
高
す
ぎ
る
議
員
報
酬
の
一
層
の
削 

　

減
と
政
務
活
動
費
の
適
正
化
を
求
め
る
。
行 

　

政
委
員
会
委
員
の
報
酬
に
つ
い
て
も
日
当
制 

　

を
広
く
導
入
す
る
な
ど
見
直
す
べ
き
で
あ
る
。

Ⅳ
．
震
災
復
興
等

　

政
府
は
東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
興
に
つ
い

て
、
令
和
３
年
度
か
ら
７
年
度
ま
で
の
５
年
間

を
「
第
２
期
復
興
・
創
生
期
間
」
と
位
置
付
け
、

復
興
の
円
滑
か
つ
着
実
な
遂
行
に
期
す
る
こ
と

と
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
に
は
、
こ
れ
ま
で
の

効
果
を
十
分
に
検
証
し
、
予
算
の
執
行
を
効
率

化
す
る
と
と
も
に
、
原
発
事
故
へ
の
対
応
を
含

め
て
引
き
続
き
適
切
な
支
援
を
行
う
必
要
が
あ

る
。
と
り
わ
け
被
災
地
に
お
け
る
企
業
の
定
着
、

雇
用
確
保
を
図
る
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
実
効

性
の
あ
る
措
置
を
講
じ
る
よ
う
求
め
る
。

　

ま
た
近
年
、
熊
本
を
は
じ
め
と
し
た
強
い
地

震
や
台
風
な
ど
に
よ
る
大
規
模
な
自
然
災
害
が

相
次
い
で
発
生
し
て
い
る
。
東
日
本
大
震
災
の

対
応
な
ど
を
踏
ま
え
、
被
災
者
の
立
場
に
立
っ

た
適
切
な
支
援
と
実
効
性
の
あ
る
措
置
を
講
じ
、

被
災
地
の
確
実
な
復
旧
・
復
興
等
に
向
け
て
取

り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
際
、
被
災

者
支
援
の
観
点
か
ら
、
災
害
に
よ
る
損
失
を
雑

損
控
除
と
切
り
離
し
た
、
新
た
な
控
除
制
度
の

創
設
に
つ
い
て
検
討
す
べ
き
で
あ
る
。

Ⅴ
．
そ
の
他

１
．
納
税
環
境
の
整
備

　

行
財
政
改
革
の
推
進
と
納
税
者
の
利
便
性
向

上
、
事
務
負
担
の
軽
減
を
図
る
た
め
、
国
税
と

課
税
の
基
準
を
同
じ
く
す
る
法
人
の
道
府
県
民

税
、
市
町
村
民
税
、
法
人
事
業
税
の
申
告
納
税

手
続
き
に
つ
き
、
地
方
消
費
税
の
執
行
と
同
様

に
、
一
層
の
合
理
化
を
図
る
べ
き
で
あ
る
。

２
．
環
境
問
題
に
対
す
る
税
制
上
の
対
応

　

政
府
は
、
２
０
５
０
年
ま
で
に
温
室
効
果
ガ

ス
の
排
出
を
実
質
的
に
ゼ
ロ
に
す
る
「
カ
ー
ボ

ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の
実
現
」
を
目
指
し
、
そ
の

中
間
に
位
置
す
る
２
０
３
０
年
に
「
46
％
削
減

（
２
０
１
３
年
度
比
）
す
る
」
と
の
目
標
を
国
際

公
約
と
し
て
打
ち
出
し
て
い
る
。

　

こ
れ
に
対
す
る
税
制
上
の
措
置
に
つ
い
て
は

様
々
な
議
論
が
あ
り
流
動
的
で
あ
る
。
ま
た
、

ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
を
契
機
に
し
た
世

界
的
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
需
給
構
造
の
変
化
も
見
ら

れ
る
。
欧
米
な
ど
の
制
度
や
議
論
の
動
向
を
見

極
め
つ
つ
、
既
存
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
関
係
税
制
と

の
調
整
を
図
り
、
幅
広
い
観
点
か
ら
十
分
な
検

討
が
行
わ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

３
．
租
税
教
育
の
充
実

　

税
は
国
や
地
方
が
国
民
に
供
与
す
る
公
共

サ
ー
ビ
ス
の
対
価
で
あ
り
、
国
民
全
体
で
等
し

く
負
担
す
る
義
務
が
あ
る
。
ま
た
、
税
の
適
正

な
納
付
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
そ
の
使
途
に
つ

い
て
も
厳
し
く
監
視
す
る
こ
と
が
極
め
て
重
要

で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
税
の
意
義
や
税
が

果
た
す
役
割
を
必
ず
し
も
国
民
が
十
分
に
理
解

し
て
い
る
と
は
言
え
な
い
。
学
校
教
育
は
も
と

よ
り
、
社
会
全
体
で
租
税
教
育
に
取
り
組
み
、

納
税
意
識
の
向
上
を
図
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
。



大月税務署からのお知らせ
【問合せ先】  〒401―8502  大月市御太刀２－８－10   ℡  0554（22）3151（代表）
※お電話は、自動音声に従ってご用件の番号を選択いただくと、担当者がご用件にお答えします。

税理士による無料申告相談
申告書作成会場の開設期間以前に、次の日程で「税理士による無料申告相談」を実施しますのでご利用ください。

●小規模納税者の所得税及び復興特別所得税・個人消費税、年金受給者並びに給与所得者の所得税及び復興特別
　所得税の申告書（土地、建物及び株式などの譲渡所得がある場合を除く。）を作成して提出できます。申告書
　等の提出のみの場合は、大月税務署に直接お持ちいただくか、東京国税局業務センター甲府分室宛て郵送でご
　提出ください。
●令和４年分の税理士による無料申告相談は、混雑回避のため、オンラインによる事前申込を受け付けます。
●オンラインによる事前申込は、令和５年１月６日（金）から可能となります。
　詳細につきましては、右記事前申込サイトを参照願います。
　なお、電話での受付は行っておりませんので、ご注意ください。
●オンラインによる「事前申込サイト」についてのお問い合わせ先は、

　【０５０－３１９６－３９０４】( 受付時間：平日午前１０時～午後４時
　※正午から午後１時を除く。）へお願いします。
●一部、当日入場整理券の配付を行いますが、無くなり次第終了となりますので、
　オンラインによる事前申込をご利用ください。
●昼休みの時間帯は、税理士が交代で対応しており、お待たせする場合がありますのでご了承ください。

２月１日㈬
～２月２日㈭

２月６日㈪
～２月７日㈫

２月３日㈮

期　  間 会　　　場

上野原市もみじホール
　２階会議室

富士吉田市民会館
　３階会議室

富士河口湖町役場
　コンベンションホール

所　在　地

上野原市上野原
　　　　　３８３２

富士吉田市緑ケ丘
　　　２－５－２３

時　　間

富士河口湖町船津
　　　　　１７００

午前１０時から１２時まで
午後１時から３時まで

【オンラインによる事前
　　申込をお願いします】

～ 申告書の作成・送信は国税庁ホームページをチェック ～
自宅から e-Tax が便利！

～ 申 告 書 を 作 成 で き ま す ～

●令和４年分の申告書作成会場では、混雑回避のために「入場整理券」
　を配付します。
●入場整理券は、当日、会場で配付するほか、LINE による事前発行で入
　手することが可能です。是非、LINE による事前発行をご利用ください。
●入場整理券の配付状況に応じて、受付を早く締め切る場合があります。
●３月中は入場整理券の入手が困難となることが予想されますので、２
　月中の来場をお勧めします。　
●駐車場は使用できますが駐車スペースに限りがあり、満車時は周辺道
　路での入場順番待ちはできません。
●申告書等の提出のみの場合は、大月税務署に直接お持ちいただくか、
　郵送でご提出ください。
　なお、申告書等を郵送により提出する場合には、東京国税局業務セン
　ター甲府分室宛てにご提出ください。

●相談の従事者においては、日頃から手洗い・うがいの徹底や体調がすぐれない場合には相談に従事しないといった対応をして
　いるほか、相談の際はマスクやフェイスシールドを着用し、会場をこまめに換気するなどの対策を徹底しています。
●ご来場の際は、できる限り少人数でお越しください。
●ご来場の際は、マスクを着用の上、入口等でアルコール消毒液による手指の消毒にご協力いただくようお願いします。
●入場の際に検温を実施しており、37.5 度以上の発熱が認められる場合は、入場をお断りさせていただきます。
　なお、発熱等の症状のある方や体調のすぐれない方は、無理をせずに、来場を控えていただくようお願いします。

会場内での感染防止策と来場される方へのお願い

申告書作成会場 の開設について

２月８日㈬
　～ ３月１５日㈬ 大月税務署

３　階
大月市御太刀２－８－１０
大月地方合同庁舎

※土、日及び祝日を除きます。

開設期間 会　場 所　在　地 時　　　間
【受付】
午前８時30分から午後４時まで
【相談】
午前９時から午後５時まで

～ 郵送での提出先は東京国税局業務センター甲府分室です ～

～申告書作成会場及び税理士による無料申告相談会場は感染防止策を講じた上で開設します～

～事業所得者・不動産所得者のみなさまへ～

令和５年10月１日からインボイスを交付するためには、
原則として、令和５年３月31日までに登録申請手続を行う必要があります。
登録申請手続は、e-Taxをご利用ください！！
スマートフォンからでもe-Taxで申請できます。
e-Taxのご利用には事前にマイナンバーカードの取得が必要です。

消費税インボイス制度について
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●オンラインによる事前申込は、令和５年１月６日（金）から可能となります。
　詳細につきましては、右記事前申込サイトを参照願います。
　なお、電話での受付は行っておりませんので、ご注意ください。
●オンラインによる「事前申込サイト」についてのお問い合わせ先は、

　【０５０－３１９６－３９０４】( 受付時間：平日午前１０時～午後４時
　※正午から午後１時を除く。）へお願いします。
●一部、当日入場整理券の配付を行いますが、無くなり次第終了となりますので、
　オンラインによる事前申込をご利用ください。
●昼休みの時間帯は、税理士が交代で対応しており、お待たせする場合がありますのでご了承ください。

２月１日㈬
～２月２日㈭

２月６日㈪
～２月７日㈫

２月３日㈮

期　  間 会　　　場

上野原市もみじホール
　２階会議室

富士吉田市民会館
　３階会議室

富士河口湖町役場
　コンベンションホール

所　在　地

上野原市上野原
　　　　　３８３２

富士吉田市緑ケ丘
　　　２－５－２３

時　　間

富士河口湖町船津
　　　　　１７００

午前１０時から１２時まで
午後１時から３時まで

【オンラインによる事前
　　申込をお願いします】

～ 申告書の作成・送信は国税庁ホームページをチェック ～
自宅から e-Tax が便利！

～ 申 告 書 を 作 成 で き ま す ～

●令和４年分の申告書作成会場では、混雑回避のために「入場整理券」
　を配付します。
●入場整理券は、当日、会場で配付するほか、LINE による事前発行で入
　手することが可能です。是非、LINE による事前発行をご利用ください。
●入場整理券の配付状況に応じて、受付を早く締め切る場合があります。
●３月中は入場整理券の入手が困難となることが予想されますので、２
　月中の来場をお勧めします。　
●駐車場は使用できますが駐車スペースに限りがあり、満車時は周辺道
　路での入場順番待ちはできません。
●申告書等の提出のみの場合は、大月税務署に直接お持ちいただくか、
　郵送でご提出ください。
　なお、申告書等を郵送により提出する場合には、東京国税局業務セン
　ター甲府分室宛てにご提出ください。

●相談の従事者においては、日頃から手洗い・うがいの徹底や体調がすぐれない場合には相談に従事しないといった対応をして
　いるほか、相談の際はマスクやフェイスシールドを着用し、会場をこまめに換気するなどの対策を徹底しています。
●ご来場の際は、できる限り少人数でお越しください。
●ご来場の際は、マスクを着用の上、入口等でアルコール消毒液による手指の消毒にご協力いただくようお願いします。
●入場の際に検温を実施しており、37.5 度以上の発熱が認められる場合は、入場をお断りさせていただきます。
　なお、発熱等の症状のある方や体調のすぐれない方は、無理をせずに、来場を控えていただくようお願いします。

会場内での感染防止策と来場される方へのお願い

申告書作成会場 の開設について

２月８日㈬
　～ ３月１５日㈬ 大月税務署

３　階
大月市御太刀２－８－１０
大月地方合同庁舎

※土、日及び祝日を除きます。

開設期間 会　場 所　在　地 時　　　間
【受付】
午前８時30分から午後４時まで
【相談】
午前９時から午後５時まで

～ 郵送での提出先は東京国税局業務センター甲府分室です ～

～申告書作成会場及び税理士による無料申告相談会場は感染防止策を講じた上で開設します～

～事業所得者・不動産所得者のみなさまへ～

令和５年10月１日からインボイスを交付するためには、
原則として、令和５年３月31日までに登録申請手続を行う必要があります。
登録申請手続は、e-Taxをご利用ください！！
スマートフォンからでもe-Taxで申請できます。
e-Taxのご利用には事前にマイナンバーカードの取得が必要です。

消費税インボイス制度について
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二
〇
二
三
年
の
県
内
経
済
の
展
望

山
梨
中
銀
経
営
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
株
式
会
社
　
経
済
調
査
部
長
　
小
　
柳
　
哲
　
史

　

昨
年
二
〇
二
二
年
は
、
陰
陽
五
行
に
お

い
て
「
新
た
な
局
面
に
向
け
、
一
致
団
結

す
る
」
と
い
う
意
味
の
あ
る
「
壬
寅
（
み

ず
の
え
・
と
ら
）」
に
あ
た
る
年
で
し
た
。

実
際
、
三
年
半
振
り
と
な
る
信
玄
公
祭
り

の
開
催
、
県
内
初
の
「
東
京
ガ
ー
ル
ズ
コ

レ
ク
シ
ョ
ン
（TGC FES YAM

ANASH
I 

2022

）」
開
催
な
ど
、
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
の

も
と
地
域
活
性
化
へ
の
可
能
性
が
感
じ
ら

れ
ま
し
た
。
ま
た
、
ヴ
ァ
ン
フ
ォ
ー
レ
甲

府
の
天
皇
杯
優
勝
は
県
民
に
勇
気
と
希
望

を
与
え
て
く
れ
ま
し
た
。
県
内
経
済
を
振

り
返
り
ま
す
と
、
本
県
の
主
力
産
業
で
あ

る
機
械
工
業
が
総
じ
て
堅
調
に
推
移
し
た

ほ
か
、
企
業
業
績
の
好
調
さ
か
ら
設
備
投

資
も
底
堅
く
推
移
し
ま
し
た
。
ま
た
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
が
和

ら
ぐ
な
か
、
個
人
消
費
も
対
面
型
サ
ー
ビ

ス
消
費
を
中
心
に
改
善
の
動
き
が
強
ま
る

な
ど
、
回
復
基
調
を
た
ど
り
ま
し
た
。
一

方
、
山
梨
中
央
銀
行
が
昨
年
秋
に
実
施
し

た
「
県
内
勤
労
者
の
消
費
・
貯
蓄
動
向
調

査
」
に
よ
る
と
、
一
年
前
と
比
べ
た
暮
ら

し
向
き
が
「
悪
く
な
っ
た
」
と
す
る
回
答

割
合
が
上
昇
し
ま
し
た
。
家
計
上
の
悩
み

で
は
「
物
価
上
昇
」
が
一
位
と
な
り
ま
し

た
が
、
収
入
が
伸
び
悩
む
な
か
で
物
価
の

上
昇
が
家
計
に
与
え
る
イ
ン
パ
ク
ト
は
大

き
く
、
生
活
実
感
の
悪
化
が
続
く
一
年
と

な
り
ま
し
た
。

　

今
年
の
県
内
景
気
を
展
望
し
ま
す
と
、

機
械
工
業
を
中
心
に
生
産
が
堅
調
さ
を
維

持
す
る
な
か
で
、
企
業
収
益
や
雇
用
・
所

得
環
境
の
改
善
を
通
し
て
設
備
投
資
や
個

人
消
費
も
持
ち
直
し
て
い
く
こ
と
か
ら
、

緩
や
か
に
回
復
し
て
い
く
と
み
ら
れ
ま

す
。
た
だ
し
、
感
染
症
の
拡
大
や
供
給
制

約
、
資
源
価
格
の
高
騰
、
海
外
経
済
の
減

速
な
ど
の
下
振
れ
リ
ス
ク
も
あ
り
、
先
行

き
に
対
し
て
は
不
透
明
感
の
強
い
状
況
が

続
く
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

個
人
消
費
は
、
経
済
の
正
常
化
が
進
む

な
か
、
政
府
や
県
・
自
治
体
の
需
要
喚
起

策
が
消
費
マ
イ
ン
ド
の
引
き
上
げ
に
資
す

る
こ
と
か
ら
、
持
ち
直
し
の
動
き
が
強
ま

る
と
み
ら
れ
ま
す
。

　

設
備
投
資
も
、
回
復
基
調
で
推
移
す
る

と
考
え
ら
れ
ま
す
。
機
械
工
業
で
生
産
能

力
増
強
投
資
が
増
加
し
て
い
く
こ
と
に
加

え
、
合
理
化
・
省
力
化
投
資
も
高
ま
っ
て

い
く
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
非

製
造
業
に
お
い
て
も
、
人
流
の
増
加
に
伴

い
店
舗
や
宿
泊
施
設
の
新
設
、
改
装
な
ど

投
資
意
欲
が
強
ま
っ
て
い
く
と
考
え
ら
れ

ま
す
。
な
お
、「
県
内
企
業
経
営
動
向
調
査
」

（
山
梨
中
央
銀
行
）
の
二
〇
二
二
年
度
下

期
（
二
十
二
年
十
月
～
二
十
三
年
三
月
）

の
設
備
投
資
計
画
に
お
い
て
も
、
実
施
予

定
率
、
投
資
額
と
も
に
前
向
き
な
姿
勢
が

窺
わ
れ
ま
す
。

　

生
産
面
を
み
ま
す
と
、
機
械
工
業
は
、

半
導
体
関
連
で
在
庫
調
整
の
動
き
が
強
ま

る
な
か
、
年
前
半
は
や
や
減
速
す
る
と
考

え
ら
れ
ま
す
が
、
年
後
半
に
は
海
外
経
済

の
回
復
や
在
庫
調
整
の
終
了
等
に
伴
い
、

再
び
増
勢
に
向
か
う
と
期
待
さ
れ
ま
す
。

一
方
、
宝
飾
、
ワ
イ
ン
、
ニ
ッ
ト
、
織
物

な
ど
の
地
場
産
業
に
つ
い
て
は
、
人
口
減

少
な
ど
に
よ
り
国
内
市
場
が
縮
小
す
る
な

か
、
機
械
工
業
と
比
べ
る
と
厳
し
い
状
況

が
続
く
と
み
ら
れ
ま
す
。
た
だ
し
、
Ｅ
Ｃ

サ
イ
ト
の
活
用
強
化
な
ど
販
売
チ
ャ
ネ
ル

を
拡
充
す
る
こ
と
で
、
需
要
を
取
り
込
む

チ
ャ
ン
ス
は
広
が
っ
て
い
く
も
の
と
考
え

ら
れ
ま
す
。

　

な
お
、
観
光
関
連
を
み
ま
す
と
、
政
府

の
水
際
対
策
の
緩
和
が
進
む
な
か
、
イ
ン

バ
ウ
ン
ド
需
要
の
回
復
が
見
込
ま
れ
、
コ

ロ
ナ
禍
前
の
賑
わ
い
を
取
り
戻
す
こ
と
が

期
待
さ
れ
ま
す
。

　

さ
て
、
陰
陽
五
行
に
よ
る
と
、
二
〇
二
三 

年
は
「
癸
卯
（
み
ず
の
と
・
う
）」
に
あ

た
り
ま
す
。「
癸
」
に
は
、
武
器
を
交
差

さ
せ
て
立
て
か
け
た
さ
ま
か
ら
戦
闘
を

い
っ
た
ん
中
止
す
る
、
原
理
原
則
に
沿
っ

て
一
致
協
力
し
て
進
め
て
い
く
、
と
い

う
意
味
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、「
卯
」
は
、

万
物
が
茂
る
こ
と
、
と
い
う
意
味
が
あ
り

ま
す
。
こ
の
た
め
、「
癸
卯
」
は
、「
諸
問

題
が
一
区
切
り
と
な
り
、
新
た
な
時
代
が

は
じ
ま
る
」、「
基
本
に
立
ち
返
り
、
改
め

て
一
歩
を
踏
み
出
す
」
と
い
う
こ
と
に
な

り
ま
し
ょ
う
か
。

　

二
〇
二
二
年
は
、
三
年
目
と
な
っ
た
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
と
の
戦
い
に
加
え
、

ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
な
ど
の

世
界
の
安
全
を
脅
か
す
事
態
が
発
生
し
ま

し
た
。
癸
卯
の
二
〇
二
三
年
は
「
兎
を
見

て
犬
を
放
つ
」
よ
う
に
、
こ
う
い
っ
た
問

題
に
適
切
な
対
策
を
講
じ
、「
兎
の
登
り

坂
」
の
如
く
、
新
し
い
時
代
を
ま
い
進
す

る
年
と
し
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。

※
兎
を
見
て
犬
を
放
つ
…
手
遅
れ
に
見
え
て

　

も
、
対
策
を
講
じ
れ
ば
間
に
合
う
こ
と

※
兎
の
登
り
坂
…
物
事
が
早
く
進
む
た
と
え
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迎  春
顧　問
法人会前専務理事

原田　　威

顧　問
法人会元専務理事

滝口　哲夫

相談役
㈱山梨中央銀行吉田支店

小嶋　俊学

相談役
東京地方税理士会大月支部

渡邊　儀春

相談役
堀内電気㈱

堀内　富久

相談役
アイトー電子㈱

長田　富也

会　長
㈱富士山アグリファーム

細田　幸次

常任理事
㈱鈴木製作所

鈴木　誠一

副会長
川上建設㈱

川上洋一郎

副会長
日伸総建㈱

志村美貴代

相談役
㈱槇田商店

槇田　則夫

相談役
㈱新名製作所

新名　米光

相談役
中央観光㈱

細谷　憲二

相談役
㈲山岸旅館

外川　凱昭

相談役
小林工業㈱

小林余し緖

副会長
㈱メイト

山口　照義

専務理事
公益社団法人大月法人会

小笠原能久

副会長
㈱堀江製作所

堀江　俊隆

常任理事
㈱大森工務所

大森　剛仁

常任理事
富士急行㈱

堀内光一郎

常任理事
秋山土建㈱

立川　正史

常任理事
㈱協和生コン

倉澤　鶴義

理　事
㈱トーホー

守屋　博文

理　事
㈱尾形製作所

尾形　　直

副会長
㈱梶原工業所

梶原　秀博

副会長
㈲吉沢製パン

吉沢　秀雄

副会長
吉田精工㈱

吉元　　潤

常任理事
濱野屋ティートラスト㈲

天野　太文

常任理事
㈱ミネルバ

越石　賢一

常任理事
富士観光開発㈱

小谷田　融

理　事
三共建設㈱

白木　孝郎

常任理事
甲陽産業㈱

三木　範之

常任理事
㈱土屋製作所

土屋きよ美

常任理事
㈲印刷エトリ

餌取　一成

常任理事
都留信用組合

渡邊　和彦

常任理事
伊東商店㈱

伊東　貴也

常任理事
富士水熱設備工業㈱

高村　浩明

常任理事
㈲フロスジャパン

柏木　　修

理　事
市川リース㈱

市川　公子

理　事
㈱ナイトー建商

内藤　定子

理　事
㈱龍美建設

清水美恵子

理　事
㈲西忠エージェンシー

西室　信男
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理　事
㈲井上石油

井上　博之

監　事
㈲小林仏壇

小林　清哲

理　事
㈱渡辺商店

渡邉　　稔

理　事
㈱マシナリー

宮下　完爾

理　事
芙蓉実業㈱

山下佐一郎

理　事
㈱桑原興業

桑原　安男

理　事
㈱大森林業所

大森　保廣

理　事
三浦化成工業㈱

三浦　　信

監　事
㈱吉野土建

吉野　保美

理　事
㈱コバヤシ工業

小林ゆくよ

理　事
㈲山岸旅館

外川　桂子

理事相当
富士航空電子㈱

吉澤　武司

理　事
㈱平井製作所

平井　　勉

理事相当
㈱ユーキ

小泉　裕次

理事相当
㈲大中精機製作所

市川　賢一

理　事
㈱ユーシン

荻原　秀祥

理　事
山二商事㈱

赤澤　克夫

理事相当
中村エンジニアリング㈱

中村　　武

理事相当
㈲丸栄不動産

熊坂栄太郎

理事相当
山崎織物㈱

山崎　泰洋

理事相当
奥秋建設㈱

奥秋　公大

理事相当
㈱シラス自工

白須　一政

理事相当
テクト㈱

宮下　　崇

理事相当
㈱CATV富士五湖

武川　哲也

理事相当
堀内電気㈱

堀内　慎也

理　事
宮川電気㈱

奥脇　芳弘

理事相当
㈲小池時計店

小池　久司

理事相当
パイロット測量設計㈱

堀内　　満

理事相当
渡秀工業㈱

渡辺　浩次

理事相当
㈲東京屋製菓

中村　　元

理　事
㈱富士レークホテル

井出　泰済

理　事
㈱長田電材工業

菊地　明久

理　事
㈲こみたけ売店

小佐野昇一

理　事
吉田タクシー㈲

渡邉　千恵

理事相当
㈲土屋輪業

土屋　和也

理事相当
㈲西室運送

西室　将士

理事相当
濱野屋ティートラスト㈲

天野　統一

理　事
㈲中村薬局

金巻　　裕

理事相当
三和建設㈱

渡邊　三雄

理事相当
㈱渡辺工務店

渡邊　教彦

理事相当
㈲寿司華

岩田　伸吾

理事相当
大一木材㈱

小林　宏好

理　事
井出電気㈱

井出　　隆

理事相当
登り坂石油㈱

渡邉　良孝

理　事
㈲山口製作所

山口　光子

理　事
㈱山梨重機

横打香代子

理　事
エスプラン㈱

白井恵美子

理　事
㈲サンスペースアメニティ

河内　正子

監　事
㈱田中屋

佐々木弘之

（36）



理事相当
㈲旅館松屋

渡辺　松氏

理事相当
㈱アトラス測量

大石　秀世

理事相当
㈱臼井自動車

臼井佳津子

理事相当
㈲コタカ電化

小高　洋子

理事相当
㈱サナミ製作所

佐波　佳子

理事相当
㈱ツルタ

鶴田みさ子

理事相当
堀建トーヨー住器㈱

堀内　花代

理事相当
㈱渡辺商店

渡邉ふく子

理事相当
㈱協和生コン

倉澤　光代

理事相当
㈲天下茶屋

外川正知恵

理事相当
登り坂石油㈱

渡邉　林美

理事相当
㈱オプトナカムラ

中村　勝子

理事相当
㈱サイコ

三浦　敬伯

理事相当
㈱エムティーシー

松浦　潤一
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〒４０１－０３０１  山梨県南都留郡富士河口湖町船津３６０７番地１ 
ＴＥＬ ０５５５－７２－２２６３  ＦＡＸ０５５５－７２－２２５１ 
山梨県知事（６）第１９０４号  山梨県宅地建物取引業協会会員 

 

フロスジャパン 

令和５年新春講演会・新年賀詞交歓会のご案内
　○日　　　時：令和５年１月 18 日（水）　14：30 受付開始
　○場　　　所：ハイランドリゾートホテル＆スパ
　○新春講演会：15：00 ～　講師：大月税務署長　佐藤　清 氏　　
　　　　　　　　　　　　　　演題：「よもやま話」 
　○賀詞交歓会：16：15 ～
　○会　　　費：6,000円（新春講演会のみの方は無料）
　※今後の新型コロナウイルスの感染状況により、やむを得ず中止や内容の変更をさせていただく場合がございます。
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〒400-0031  甲府市丸の内2-30-2  甲府第一生命ビルディング2F
TEL 055-223-5592

山梨支社
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❸
健 康 情 報

睡眠の見直しからはじめる睡眠の見直しからはじめる睡眠の見直しからはじめる

免疫力の高め方免疫力の高め方免疫力の高め方
　ワクチン接種は、あらかじめ 1回目の感染を疑

似体験させておき、いざ本物に感染したときに素

早く獲得免疫が働くようにする目的で行われます。

　しかし、注意すべき点があります。ある種のウイ

ルスは「変異しやすい」と

いう特徴を持っています。

　ワクチン接種で獲得し

た抗体が変異したウイルス

にはマッチしない場合もあ

ります。

　例えば新型コロナウイ

ルスが次の年にまったく

別の抗原に変異していた

ならば……、せっかく記憶を持つクローン細胞が

100%で活躍できる保証はないのです。油断は禁

物です。ワクチン接種も、薬物治療も、侵入を許し

攻撃されたときの対策です。

　免疫系に働いてもらう以前の対策も重要です。

　このように①から④が大切です。
　ここまで、免疫とは？　の入り口についてお伝

えしました。免疫は本来非常に複雑な反応です。

　免疫システムが関わる病気はさまざま。感染症
だけでなく、がん、アレルギー疾患や自己免疫性
疾患、移植医療などにも関わります。
　第 2章からは感染症対策としての免疫力と睡眠

についてお伝えします。

第 1 章　免疫ってなに？ つづき

①ウイルスや細菌を侵入させない適度な日常の 
　予防（手洗い、うがい、歯磨き、環境整備など）。
　　※清潔にしすぎると抵抗力を落とす。
②免疫力を落とさないための体調管理。
③いざ攻撃を受けたときの治療や静養、体力回復。
④ほかの人にうつさない行動。

第 2 章第 2 章 免疫力と睡眠の
関係
免疫力と睡眠の
関係

　実はこの指導、とても正しいのです。皆さんも

実際に、風邪をひいたけれどタップリ睡眠をとっ

たらスッキリ治った、という経験があるはずです。

　では、免疫力と睡眠にどういう関係があるので

しょう？

 1）サイトカインと睡眠の関係
　免疫細胞が出すサイトカイン（生理活性物質）

の中には、睡眠促進効果を有するもの、睡眠抑制
効果を有するものがあります。
　例えば、インフルエンザウイルスに感染すると、

ウイルスと戦う免疫細胞（白血球）から放出され

たインターフェロンやインターロイキンといった

サイトカインの一部は、発熱のほかに、ノンレム
睡眠（深い睡眠）を引き起こします。
　そうなのです。風邪やインフルエンザにかかる

と、高熱が出たり、鼻水が出たり、だるくなったり、

眠くなったりするのは、異物を排除しようとして

いる自分の細胞たちの働きによるものなのです。

　この免疫細胞をきちんと働かせるためにも、熱

を上げ下げするにも、通常モード以上のエネルギー

が必要です。

　睡眠は活動（行動）を低下させたエネルギー保
存の状態という一面もあります。
　遅くまで起きて仕事や家事などの活動するため

の体力やエネルギーを、感染症と戦うためのエネ

ルギーに回して！　という本来、生き物に備わっ

た体からの根源的な要求の結果、眠くなるように
できているのかもしれません。
　このくらい大丈夫、自分はまだ大丈夫。そう思

いたい、思ってしまう気

持ちはよくわかります。

　しかし、発熱や発疹、

異常なだるさや、鼻水や

咳、それに伴ういつもと

違う眠気。それは体が発

している休めという合図

なのです。

　休んでいられない気持

ちもわかります。しかしいったん「自分の体調（＝
体の声）をきちんと聞いた上で、“ 休む ” を選択す
る」ことも自己管理なのではないでしょうか？
　なぜならば、場合によっては目の前のお客さま

に感染を広げてしまう可能性もあるのです。さら

に、心身の悲鳴に耳を貸さず無視し続けると、い

つか大きく体調を崩したり、心を病んでしまうこ

とにつながります。

　「風邪をひいているのだから今日は早く寝なさい」

　子どもの頃、お母さんからよく言われたセリフ

ではないでしょうか？
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公益社団法人大月法人会広報委員会　〒402-0001　山梨県都留市田野倉 222 番地 1　TEL. 0554-45-6565　FAX. 0554-45-6465

公益社団法人  大月法人会　青年部会

はじめよう　誰でも簡単　ｅ-Tax
　　　　　　　　　富士河口湖高等学校　１年　　小川　麻鈴大月税

務署長賞

税金が　あるから成り立つ　この暮し
　　　　　　　　　富士北稜高等学校　　１年　　水越　百華富士河

口湖町長賞

税金で　笑顔あふれる　国づくり
　　　　　　　　　富士河口湖高等学校　１年　　松山　結徠

住みやすい　社会を作ろう　税金で
　　　　　　　　　富士北稜高等学校　　３年　　堀内　琳雅

税金に　願いを込めて　ふるさとへ
　　　　　　　　　富士北稜高等学校　　３年　　渡邊つくし

大月法
人会長賞

支え合う　国を社会を　税金で
　　　　　　　　　富士河口湖高等学校　１年　　井出　琉生

納税は　平和な未来の　まちづくり
　　　　　　　　　富士北稜高等学校　　１年　　渡辺　愛叶

金　賞

金　賞

税金は　未来へ繋ぐ　希望の芽
　　　　　　　　　富士河口湖高等学校　３年　　菅野　渓太

銀　賞

姿変え　暮らしを支える　消費税
　　　　　　　　　富士北稜高等学校　　１年　　瀧本　海大

銀　賞

税金は　あなたのそばで　活きている
　　　　　　　　　富士河口湖高等学校　２年　　樋川　　遥

銅　賞

使い道　誤るなかれ　皆の財
　　　　　　　　　富士北稜高等学校　　２年　　小佐野志築

銅　賞

東京地
方税理士会

大月支
部長賞

　  大
月法人

会

      青
年部会

長賞

令和４年度

優 秀 作 品
第３８回 高校生の税に関する標語


